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永井荷風日記「断腸亭日乗」論
日本の朝鮮植民地支配問題に関する
記述の分析を中心にして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野田 求
　　　0簸NFAGA亙Kaf腿，s　D養裂野：Danα｛yo　TeiハTichi　Jyo
～M漁且y膿我嚢ysl賎g　of　lts　des戯麟o顯s　c膿cer聡i簸g　J贈蹴ese
　　　　　　　　　　　CO翼0顯嚢a9亙゜聡亙e　over　Korea匡～
ONODA　Motomu
NAGAI・Kafu（永井荷風1879－1959）kept　w面ng　his（玉町丘om秘7　to　1959，
which　was　en雌ed　as　D釦αゴ四盟Nたh1汐o（断腸亭日乗），　This　anicle　mainly
intended　t・analyse　its　desctipti。ns・c・ncerning　Japanese　c・1・且i滋副e・ver　K・rea．
　There　are　many　vefsions　of　this　dia」ワtext　ava鉱ble　today．　This　article癒st
examined　these　texts　and　came　亡o　the　conclusion　that　the　secon（l　edition
ofthe（の砂伽賜癒げNMG4聯pubHshed　bアIwanami　Sh・ten（岩波書店），
Publishers　shoUld　be　the　basic　text　for　the　analysis．
　Adopting　this　version　as　a　main　text，　the　author　proceeded　to　analyse　its
descripdons　conceming　Japanese　colonial　rule　over　Korea　extensまvely．　As　a
result，　this　article　fbund　that　in　the　diary　NAGAI　Kafu　wrote　about　the
sigrtificafit　contemporary　social　and願stofical　phenomena・He温so　expressed　his
understan（ling　and　his・reacti・n　in　this（liary・
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永井荷殿ヨ記噺腸亭艮熟論一臼本の朝鮮植民地支醗隅題に関する記述の分栃を中心にして一
永
井
荷
風
日
記
「
断
腸
亭
日
乗
し
論
　
i
白
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
　
　
　
記
述
の
分
析
を
中
心
に
し
て
i
は
じ
め
に
小
野
田
　
求
　
永
井
荷
風
（本
名
　
永
井
壮
吉
。
　
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
十
二
月
三
日
m
m
　
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
四
月
三
十
日
）
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
十
六
日
か
ら
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
照
）
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
、
死
の
前
田
ま
で
日
記
を
書
き
続
け
た
。
題
し
て
r
断
腸
亭
日
乗
」
で
あ
る
。
　
こ
の
「
断
腸
亭
日
乗
」
は
、
評
論
家
に
よ
っ
て
は
、
藤
原
定
家
（
一
＝
ハ
ニ
w
w
l
二
四
一
年
）
の
田
記
「
明
鍔
記
」
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
わ
が
国
田
記
の
最
高
峰
を
い
く
も
の
で
あ
る
な
ど
と
、
葬
常
に
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
極
。
こ
の
よ
う
な
評
価
と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
「
断
腸
亭
日
乗
］
が
す
ぐ
れ
た
日
記
で
あ
る
と
す
る
評
論
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
　
　
　
の
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
あ
る
a
r
記
を
評
衝
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
、
そ
の
基
準
の
ひ
と
つ
と
な
る
も
の
は
、
そ
の
日
記
の
内
容
と
歴
史
的
社
会
的
問
題
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
記
の
書
か
れ
て
い
た
時
代
に
生
起
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
社
会
的
問
題
の
申
で
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
社
会
的
問
題
に
対
し
て
’
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
桂
会
的
箏
象
、
作
者
個
人
の
ど
の
よ
う
な
認
識
、
作
者
個
人
の
ど
の
よ
う
な
行
動
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
、
で
あ
ろ
う
。
　
全
般
的
に
み
て
、
永
井
荷
風
に
よ
っ
て
門
断
腸
亭
日
乗
」
が
書
か
れ
て
い
た
蒋
期
の
う
ち
、
　
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
五
日
ま
で
の
戦
前
は
、
團
罠
生
活
、
戦
争
、
植
民
地
支
配
、
軍
国
主
義
、
戦
時
体
綱
、
民
主
主
義
な
ど
が
、
戦
後
は
、
国
民
生
活
、
連
合
国
占
領
、
畏
霊
化
、
独
立
、
平
和
、
自
立
成
長
な
ど
が
、
歴
史
的
社
会
的
に
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
　
し
た
が
っ
て
「
断
腸
亭
ヨ
乗
偏
を
評
価
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
提
起
し
て
い
た
問
題
に
関
し
て
、
「
断
腸
亭
鑓
乗
」
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
社
会
的
事
象
、
個
人
的
認
識
、
燗
入
的
行
動
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
、
論
じ
ら
れ
ね
ば
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
う
ち
、
戦
前
に
お
い
て
わ
が
函
最
大
の
完
全
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
に
関
す
る
植
民
地
支
配
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
断
腸
亭
日
乗
」
に
お
い
て
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
問
題
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
社
会
的
事
象
、
永
井
荷
風
自
身
の
ど
の
よ
う
な
認
識
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
そ
の
さ
い
、
ま
ず
、
「
断
腸
亭
摂
乗
賑
に
つ
い
て
従
来
数
多
く
の
文
献
が
発
表
・
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
う
ち
、
本
稿
に
お
い
て
は
ど
の
文
献
を
分
析
講
象
文
献
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
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第
一
部
　
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
文
献
の
分
析
　
永
井
荷
風
の
日
記
「
断
腸
亭
巳
乗
」
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
発
表
あ
る
い
は
N
版
さ
れ
て
き
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
出
版
発
表
さ
れ
て
き
た
も
の
を
み
る
と
、
発
表
、
出
版
に
よ
っ
て
は
、
日
記
の
記
述
薄
象
期
間
が
異
な
っ
た
り
’
あ
る
い
は
、
記
述
そ
の
も
の
が
異
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
記
述
を
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
発
表
、
出
版
を
分
析
対
象
文
献
と
し
て
採
用
す
べ
き
か
、
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
第
一
部
で
は
、
ま
ず
、
記
述
対
象
期
間
か
ら
み
て
、
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
従
来
の
ど
の
発
表
、
出
版
を
採
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
　
こ
れ
ま
で
出
版
、
発
表
さ
れ
て
き
た
「
断
腸
亭
露
乗
」
の
文
献
に
つ
い
て
、
発
表
．
墨
版
名
称
、
記
述
薄
象
期
間
、
発
表
・
出
版
時
な
ど
を
発
表
・
出
版
順
に
記
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
但
、
文
学
全
集
な
ど
へ
の
再
録
分
は
除
外
）
。
　
F
f
葛
飾
情
話
」
の
上
演
せ
ら
れ
る
ま
で
」
二
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
三
月
　
　
　
八
β
か
ら
同
五
月
十
八
日
ま
で
の
日
記
抄
（
『
新
喜
溺
』
第
四
巻
第
六
　
　
　
号
、
　
一
九
三
八
年
六
月
刊
、
所
収
）
F杏
香
餓
香i
亡
友
市
川
左
團
次
君
追
憶
記
…
ー
」
二
九
一
七
（
大
正
六
）
　
　
年
十
二
月
九
日
か
ら
　
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
十
日
ま
で
の
日
　
　
記
抄
（
『
中
央
公
論
蜘
第
五
十
六
年
第
四
・
五
の
各
号
、
　
　
九
四
一
年
　
　
四
・
五
の
各
月
刊
、
所
収
）
r罹
災
日
録
i
昭
和
二
十
年
の
鑓
記
…
ー
扁
二
九
四
五
（
昭
和
ニ
ナ
）
年
　
　
一
月
一
鍵
か
ら
岡
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
記
（
『
新
生
』
第
二
巻
第
　
　
三
・
四
・
五
・
六
の
各
号
、
　
一
九
四
六
年
三
・
四
・
五
・
六
の
各
月
刊
、
　
所
収
）
￥
昭
和
十
六
年
の
臓
記
」
二
九
X
I
（
昭
和
十
六
年
一
月
　
臼
か
ら
同
蓋
月
　
　
ニ
ナ
五
呂
ま
で
の
日
記
（
『
新
生
騙
第
二
巻
第
八
・
九
・
十
l
・
十
二
の
　
各
号
、
一
九
四
六
年
八
・
九
・
十
1
・
十
工
の
各
月
刊
、
所
収
）
r罹
災
日
録
』
　
　
九
購
五
（
昭
和
二
十
）
年
一
月
　
日
か
ら
同
十
二
月
三
十
　
　
一
日
ま
で
の
日
記
（
扶
桑
書
房
、
　
一
九
霞
七
年
刊
。
前
記
『
新
生
』
発
　
　
表
「罹
災
日
録
」
の
単
行
本
化
）
『
荷
風
日
p
p
s
　
（
上
　
・
下
巻
）
二
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
一
日
か
ら
｝
　
　
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
十
二
月
三
十
一
臼
ま
で
の
B
記
（
扶
桑
書
房
、
　
　
1
九
四
七
年
刊
）
「
断
腸
亭
日
乗
」
”
一
九
　
七
（
大
正
六
）
年
九
月
十
六
日
か
ら
　
九
二
一
（
大
　
　
正
十
）
年
九
月
十
五
日
ま
で
の
β
記
（
『
中
央
公
論
』
第
六
十
四
年
第
　
　
六
・
七
’
八
・
九
・
十
・
十
　
・
十
二
の
各
号
お
よ
び
第
六
十
董
年
第
　
　
四
・
五
の
各
号
、
　
一
九
四
九
年
六
・
七
・
八
・
九
・
十
・
十
　
・
十
二
　
　
の
各
月
お
よ
び
一
九
五
〇
年
の
四
・
五
の
各
月
刊
、
所
収
）
3
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「
荷
風
の
日
誌
」
二
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
一
月
一
日
か
ら
一
九
二
三
（
大
　
　
正
十
二
）
年
七
月
三
日
ま
で
の
日
記
（
『
風
雪
』
第
四
巻
第
六
・
七
・
八
　
　
の
各
号
、
　
一
九
五
〇
年
六
・
七
・
八
の
各
月
鷺
、
所
収
）
『
臨
腸
亭
臼
乗
圏
（
全
瞳
巻
）
二
九
｝
七
（
大
正
六
）
年
九
月
十
六
鶏
か
ら
「
　
　
九
四
五
（昭
和
二
十
）
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
記
（
『
荷
風
全
　
　
集
』
第
十
九
・
二
十
’
二
十
一
・
二
十
二
の
各
巻
、
中
央
公
論
社
、
　
一
　
　
九
n
c
i
・
1
九
五
こ
の
各
年
刊
）
r荷
風
の
日
記
」
二
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
九
月
一
日
か
ら
同
牽
1
月
十
　
　
六
日
ま
で
の
日
記
（
『
中
央
公
論
』
（
文
芸
特
集
第
九
号
）
、
｝
九
五
「
年
　
　
七
月
刊
、
所
収
）
「
荷
風
戦
後
臼
歴
（
昭
和
廿
「
年
ご
二
九
四
六
（
昭
和
二
十
1
）
年
「
月
「
　
　
臼
か
ら
同
十
二
月
王
十
l
　
u
1
ま
で
の
日
記
（
『
中
央
公
論
』
第
六
十
八
年
　
　
第
一
・
四
・
七
・
十
　
の
各
号
、
一
九
五
三
年
一
・
四
・
七
・
十
1
の
　
　
各
月
刊
、
所
収
）
r荷
風
戦
後
日
歴
玩
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
一
月
一
日
か
ら
岡
牽
二
　
　
月
三
十
「
臼
ま
で
の
濤
記
（
永
井
荷
風
畷
裸
体
』
中
央
公
論
社
、
　
「
九
　
　
五
四
年
刊
、
所
収
o
前
記
『
中
央
公
論
』
発
表
の
「
荷
風
戦
後
日
歴
（
昭
　
　
和
廿
一
年
ご
と
同
一
内
容
）
「
葛
飾
こ
よ
み
　
戦
後
荷
風
欝
歴
」
二
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
一
月
　
　
　
日
か
ら
同
十
二
月
三
十
｝
日
ま
で
の
日
記
（
『
毎
日
新
聞
転
東
京
版
・
夕
　
　
刊
、
第
二
八
六
八
七
号
か
ら
第
二
八
七
　
七
号
ま
で
の
各
号
、
　
一
九
五
　
　
六
年
三
月
二
十
四
覆
か
ら
同
四
月
二
十
三
日
ま
で
三
牽
一
日
問
連
載
）
Y荷
風
戦
後
日
歴
第
二
・
「
荷
風
戦
後
日
歴
第
二
（
葛
飾
こ
よ
み
ご
”
あ
わ
せ
　
　
て
l
九
四
六
（
昭
和
二
十
l
）
年
一
月
　
田
か
ら
一
九
四
七
（
昭
和
二
　
十
二
）
年
十
二
月
三
ナ
｝
日
ま
で
の
日
記
（
永
井
荷
風
『
葛
飾
こ
よ
み
3
　
　
毎
鷺
新
聞
桂
、
　
　
九
五
六
年
刊
、
所
収
）
「
十
年
昔
の
鷺
記
く
昭
和
廿
三
年
戊
子
断
鵬
亭
日
桑
第
癬
二
巻
㎝
月
よ
り
三
月
　
　
ま
で
ご
・
「
十
年
昔
の
日
記
（
昭
和
廿
三
年
戊
子
臨
腸
亭
日
乗
第
燈
二
巻
　
　
四
月
よ
り
六
月
ま
で
ご
・
「
十
年
昔
の
日
記
（
昭
和
廿
三
年
戊
子
断
腸
亭
　
　
自
桑
第
轡
こ
巻
七
月
よ
り
九
月
ま
で
ご
・
「
十
年
昔
の
鷺
記
（
昭
和
廿
三
　
　
年
戊
子
断
腸
亭
譲
乗
第
欝
二
巻
十
月
よ
り
十
二
月
ま
で
）
ヒ
あ
わ
せ
て
　
　
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
　
　
の
日
記
（
『
中
央
公
論
』
第
七
十
三
年
第
「
・
四
・
七
’
十
の
各
号
、
　
1
　
　
九
五
八
年
一
・
四
’
七
・
十
の
各
月
刊
、
所
収
）
8永
井
荷
風
日
記
篇
（
全
七
巻
）
二
九
「
七
（
大
正
六
）
年
九
月
十
六
日
か
ら
　
　
一
九
颯
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
田
記
（
東
都
　
　
書
房
、
　
一
九
五
八
・
一
九
五
九
の
各
年
刊
）
4
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『
断
腸
亭
日
乗
』
（
全
六
巻
）
二
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
十
六
目
か
ら
一
　
　
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
の
日
記
（
第
一
次
『
荷
　
　
風
全
集
』
（
第
十
九
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
一
丁
二
十
三
・
二
十
四
の
　
　
各
巻
）
、
岩
波
書
店
、
l
　
r
t
A
（
I
l
l
　
・
　
1
九
六
四
の
各
年
刊
、
所
収
〉
『
断
腸
亭
日
乗
隔
（
全
七
巻
）
二
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
十
六
日
か
ら
一
　
　
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
懸
月
二
十
九
日
ま
で
の
巳
記
（
岩
波
書
店
、
　
　
l
九
八
O
・
1
九
八
一
の
各
年
刊
）
『
摘
録
　
断
腸
亭
日
乗
』
（
上
’
下
巻
）
”
一
九
　
七
（
大
蕉
六
）
年
九
月
十
六
　
　
日
か
ら
｝
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
の
日
記
摘
　
　
録
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
刊
、
文
庫
本
・
ワ
イ
ド
版
文
庫
本
）
f断
腸
亭
巳
乗
隔
　
（
全
六
巻
）
：
I
九
I
七
（
大
正
六
）
年
九
月
十
六
日
か
ら
一
　
　
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
の
β
記
（
第
二
次
『
荷
　
　
風
全
集
輪
（
第
二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
　
　
六
の
各
巻
）
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
I
I
I
・
　
l
九
九
四
・
一
九
九
五
の
各
年
　
　
刊
、
所
収
）
　
以
上
お
こ
な
っ
て
き
た
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
文
献
の
列
挙
に
よ
っ
て
「
断
腸
亭
露
乗
扁
が
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
に
よ
っ
て
何
回
も
発
表
、
出
版
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
発
表
、
出
版
の
文
献
に
よ
っ
て
は
、
目
記
の
記
述
対
象
期
間
が
異
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
「
断
腸
亭
巳
乗
」
の
記
述
を
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
分
析
の
対
象
と
し
て
の
文
献
は
、
ま
ず
ヨ
記
に
記
述
の
対
象
期
間
の
長
さ
と
期
間
内
の
継
続
性
か
ら
み
て
、
上
記
発
表
、
出
版
文
献
の
な
か
で
、
中
央
公
論
社
出
版
の
『
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
臼
乗
』
、
東
都
書
房
出
版
の
　
f
f
永
井
荷
風
日
記
隠
、
岩
波
書
店
出
版
の
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
『
荷
風
全
集
』
の
各
々
に
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
隔
、
同
じ
く
岩
波
書
店
出
版
の
叢
書
本
『
断
腸
亭
日
乗
隔
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
東
都
書
房
出
版
の
『
永
井
荷
風
日
記
緬
は
、
中
央
公
論
社
版
『
荷
風
全
集
隔
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
に
、
一
九
四
六
（
昭
和
ニ
ナ
一
）
年
一
月
一
日
か
ら
1
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
巳
記
を
加
え
て
’
出
版
書
名
を
か
え
て
独
立
叢
書
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
央
公
論
社
版
に
比
べ
て
若
干
と
は
い
え
誤
植
・
誤
字
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
爾
文
献
を
本
稿
の
分
析
対
象
文
献
と
し
て
の
適
確
性
か
ら
み
れ
ば
、
中
央
公
論
社
版
『
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
隔
が
よ
り
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
　
つ
ぎ
に
岩
波
書
店
版
の
諸
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、
叢
書
本
『
断
腸
亭
日
乗
馳
（全
七
巻
）
は
、
第
一
次
『
荷
風
金
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
を
叢
書
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
第
　
次
『
荷
風
全
集
』
と
第
二
次
『
荷
風
全
集
』
の
各
々
に
藤
収
の
岡
断
腸
亭
碍
乗
』
の
内
容
は
同
｝
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
岩
波
書
店
出
版
の
こ
れ
ら
三
種
類
の
刊
行
本
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
は
同
一
内
容
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
本
稿
の
分
析
の
対
象
と
な
り
得
る
「
断
腸
亭
mm
乗
」
の
文
献
は
、
中
央
公
論
桂
版
『
荷
風
全
集
』
の
所
収
本
の
『
断
腸
亭
日
乗
隔
、
お
よ
び
、
岩
波
書
店
版
の
同
1
内
容
の
上
記
三
種
類
の
刊
行
本
の
『
断
腸
亭
巳
乗
隠
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
永井荷風日記「断腸亭β乗」論一日本の朝鮮植浸地支配問題に関する記述の分析を中心にして一
　
そ
れ
で
は
本
稿
の
分
析
対
象
文
献
と
し
て
は
、
ど
ち
ら
の
『
断
腸
亭
日
乗
馳
が
適
当
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
こ
で
こ
ん
ど
は
、
中
央
公
論
社
版
と
岩
波
書
店
版
の
各
々
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
の
記
述
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
’
r
断
腸
亭
日
乗
」
の
創
作
、
出
版
過
程
を
、
本
論
考
の
対
象
期
間
で
あ
る
一
九
闘
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
五
日
以
前
の
戦
前
の
部
分
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
永
井
荷
風
自
身
に
よ
っ
て
日
記
原
本
が
書
か
れ
た
。
つ
い
で
、
こ
の
日
記
の
原
本
、
正
本
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
部
ま
で
は
荷
風
の
知
入
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
荷
風
自
身
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
浄
書
さ
れ
、
副
本
が
つ
く
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
r
断
腸
亭
β
乗
」
の
元
本
と
副
本
の
う
ち
、
元
本
の
伝
本
、
伝
在
は
今
日
つ
ま
び
ら
か
で
な
く
、
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
浄
書
副
本
で
あ
り
、
こ
の
副
本
を
1
般
的
に
元
本
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
て
つ
v
ら
れ
、
残
さ
れ
た
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
浄
書
副
本
に
対
し
て
、
永
井
荷
風
は
部
分
的
に
文
字
や
字
句
の
切
取
．
抹
消
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
永
井
荷
風
は
、
　
l
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
六
月
十
五
日
付
の
日
記
内
容
、
「
余
は
万
々
一
の
場
金
を
憂
慮
し
、
一
夜
深
更
に
起
き
て
日
誌
中
不
平
憤
測
の
文
字
を
切
り
た
り
。
」
で
も
わ
か
る
よ
う
に
’
こ
の
日
以
前
の
巳
記
に
は
、
発
覚
、
検
閲
な
ど
を
お
そ
れ
て
’
部
分
的
に
文
章
や
字
句
な
ど
の
切
取
り
、
抹
消
な
ど
を
ほ
ど
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
文
献
に
よ
っ
て
は
、
た
と
え
ば
、
「
此
問
約
八
字
切
取
」
、
F
此
問
一
行
弱
抹
消
」
な
ど
の
補
注
が
文
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
て
永
井
荷
風
の
日
記
門
断
腸
亭
日
乗
」
は
、
永
井
荷
風
が
本
来
書
い
て
い
た
日
記
の
原
本
、
い
わ
ば
原
原
本
は
そ
の
伝
存
が
つ
ま
び
ら
か
で
な
く
、
　
般
的
に
原
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
浄
書
副
本
も
部
分
的
に
切
り
取
り
、
抹
消
な
ど
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
作
成
当
時
の
完
全
な
記
述
を
残
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
断
腸
亭
日
乗
」
が
す
で
に
列
挙
し
た
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
何
回
も
出
版
、
発
表
さ
れ
て
き
て
い
る
。
　
そ
の
さ
い
、
永
井
荷
風
の
生
前
に
お
い
て
出
版
、
発
表
さ
れ
た
も
の
は
t
　
f
i
j
b
書
翻
本
、
い
わ
ゆ
る
原
本
に
お
い
て
劇
除
、
抹
消
さ
れ
て
い
た
文
章
や
文
字
が
再
び
荷
風
自
身
に
よ
っ
て
補
充
、
埋
め
あ
わ
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
公
刊
に
不
適
切
な
字
句
、
文
章
な
ど
が
か
え
ら
れ
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
り
公
刊
さ
れ
た
も
の
の
代
表
的
な
も
の
が
、
中
央
公
論
社
出
版
の
『
永
井
荷
風
』
飯
収
の
糊
断
腸
亭
日
乗
』
な
の
で
あ
る
。
　
他
方
、
死
後
に
お
い
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
荷
風
自
身
に
よ
る
浄
書
副
本
の
抹
消
、
削
除
な
ど
の
補
充
、
埋
め
あ
わ
せ
な
ど
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
抹
消
、
削
除
な
ど
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
に
公
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
り
復
刻
、
出
版
さ
れ
た
も
の
が
、
岩
波
書
店
出
版
の
諸
文
献
で
あ
り
’
と
り
わ
け
上
記
の
同
一
内
容
の
三
個
の
文
献
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
、
申
央
公
論
社
版
と
岩
波
書
店
版
の
各
々
の
『
断
腸
亭
日
乗
臨
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
浄
書
副
本
、
い
わ
ゆ
る
原
本
と
も
部
分
的
に
異
な
り
、
し
か
も
、
相
互
に
部
分
的
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
中
央
公
論
社
版
㎎
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
召
乗
』
は
’
い
わ
ゆ
る
原
本
、
浄
書
副
本
の
補
充
・
修
正
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
修
正
、
補
充
は
永
井
荷
風
自
身
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
永
井
荷
風
の
6
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意
識
、
思
考
な
ど
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
岩
波
書
店
版
の
『
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
臼
乗
隔
は
、
削
除
、
抹
消
な
ど
が
あ
る
と
は
い
え
、
日
記
の
残
さ
れ
た
部
分
は
、
永
井
荷
風
の
本
来
の
意
識
、
考
え
な
ど
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
’
永
井
荷
風
の
日
記
門
断
腸
亭
日
乗
」
の
い
わ
ゆ
る
原
本
、
浄
書
副
本
が
作
成
当
時
の
完
全
な
記
述
の
存
在
し
な
い
状
況
の
も
と
で
「
断
腸
亭
日
乗
篇
を
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
岩
波
書
店
版
と
中
央
公
論
社
版
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
を
と
も
に
分
析
対
象
文
献
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
分
析
対
象
と
し
て
も
大
過
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
岩
波
書
店
版
と
中
央
公
論
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の
㎎
断
腸
亭
日
乗
』
を
あ
わ
せ
て
分
析
の
戴
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
ず
、
両
文
献
の
岡
時
入
手
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
と
V
に
中
央
公
論
栓
版
　
i
f
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
は
、
出
版
か
ら
五
十
年
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
r
た
と
え
病
時
入
手
で
き
た
と
し
て
も
爾
社
版
を
各
日
条
ご
と
に
比
較
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困
難
性
な
ど
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
『
断
腸
亭
β
乗
』
が
所
収
さ
れ
て
い
る
岩
波
書
店
版
の
第
二
次
『
荷
風
全
集
』
の
う
ち
、
本
論
考
の
分
析
対
象
期
間
を
収
録
し
て
い
る
第
工
牽
一
・
二
十
二
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
の
各
巻
の
「
凡
例
」
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
、
本
全
集
の
日
認
編
は
、
『
断
腸
亭
馨
乗
』
の
原
本
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
　
し
た
。
、
著
者
生
前
の
公
刊
本
（
本
巻
で
は
中
央
公
論
社
版
『
荷
風
全
集
』
〈
中
略
。
以
下
本
稿
に
お
け
る
〈
　
〉
は
、
論
者
自
身
に
よ
る
も
の
。
〉
所
収
本
）
と
の
主
な
る
異
構
を
示
し
た
。
本
文
の
当
該
箇
所
k
J
　
（
）
つ
き
の
番
号
を
付
し
、
下
欄
に
〔
　
〕
で
そ
の
範
囲
を
示
し
、
つ
づ
い
て
門
異
岡
輪
を
記
し
た
。
さ
ら
に
注
記
は
〔
〕
で
示
し
た
。
〈
後
　
略
〉
　
こ
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
岩
波
書
店
版
と
中
央
公
論
椎
版
の
各
々
の
㎎
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
の
異
岡
は
、
「
主
な
る
」
箇
所
に
つ
い
て
は
、
岩
波
書
店
版
の
第
二
次
㎎
荷
風
全
集
隔
飯
収
の
『
断
腸
亭
B
乗
』
を
使
用
す
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
g断
腸
亭
日
乗
」
分
析
に
お
け
る
中
央
公
論
社
版
と
岩
波
書
店
版
の
両
版
入
手
、
併
続
に
と
も
な
う
先
述
の
問
題
点
が
か
な
り
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
両
出
版
社
版
の
門
異
岡
」
は
、
こ
の
「
凡
例
」
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
主
な
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
箇
所
で
は
な
い
。
　
し
た
が
っ
て
、
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
記
述
内
容
を
分
析
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
分
析
対
象
文
献
と
し
て
岩
波
書
店
版
の
第
二
次
『
荷
風
全
集
臨
所
収
の
『
断
腸
事
日
乗
』
が
重
宝
で
あ
る
が
、
中
央
公
論
社
版
『
荷
風
全
集
隔
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
も
依
然
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
故
に
本
稿
で
は
、
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
「
断
腸
亭
日
乗
偏
の
記
述
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
’
分
析
対
象
文
献
と
し
て
岩
波
書
店
版
の
第
二
次
『
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
事
譲
乗
」
を
基
本
文
献
と
し
て
採
用
し
、
あ
わ
せ
て
中
央
公
論
社
版
『
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
を
も
参
照
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
以
下
本
論
第
二
部
の
各
章
に
お
い
て
7
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掲
載
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
日
条
は
、
岩
波
書
店
版
の
第
二
次
『
荷
風
全
集
』
所
収
『
断
腸
亭
日
乗
嚇
に
、
前
掲
の
「
凡
例
j
に
し
た
が
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
『
断
腸
亭
日
乗
』
の
関
係
ヨ
条
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
、
分
析
上
不
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
削
除
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
本
論
文
の
印
刷
構
成
の
都
合
上
、
本
論
文
で
は
、
前
掲
「
凡
例
扁
の
中
の
「
下
欄
」
は
「
後
段
」
と
読
み
か
え
る
こ
と
に
す
る
。
第
二
部
　
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
記
述
の
分
析
　
「
断
腸
亭
日
乗
」
に
お
い
て
。
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
闘
題
に
関
す
る
記
述
は
、
ど
の
よ
う
な
虫
題
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
関
係
す
る
日
条
を
縮
磁
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
全
体
的
に
三
個
の
主
題
す
な
わ
ち
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
問
題
に
閣
す
る
歴
史
的
社
会
的
事
象
、
同
じ
く
永
井
荷
風
個
人
の
認
識
お
よ
び
行
動
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
主
題
の
う
ち
、
歴
史
的
社
会
的
事
象
は
、
さ
ら
に
朝
鮮
に
お
け
る
も
の
と
、
m
m
本
に
お
け
る
も
の
と
の
二
個
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
、
朝
鮮
に
お
け
る
歴
史
的
社
会
的
事
象
は
、
さ
ら
に
、
e
w
本
の
植
民
地
支
配
、
朝
鮮
民
族
の
独
立
運
動
、
日
本
人
の
朝
鮮
在
住
・
往
来
の
三
個
の
主
題
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
、
日
本
に
お
け
る
歴
更
的
社
会
的
事
象
は
、
さ
ら
に
、
e
w
本
国
民
の
精
神
生
活
と
日
本
在
住
朝
鮮
入
の
桂
会
状
況
の
二
個
の
主
題
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
m
m
本
在
住
朝
鮮
入
の
社
会
状
況
は
、
さ
ら
に
、
社
会
経
済
生
活
と
政
治
行
動
の
二
個
の
主
題
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
u
r
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
に
関
す
る
永
井
荷
風
欄
人
の
認
識
は
、
さ
ら
に
、
屡
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
朝
鮮
民
族
の
独
立
と
に
対
す
る
認
識
、
お
よ
び
日
本
在
住
朝
鮮
人
の
社
会
経
済
生
活
と
政
治
行
動
と
に
対
す
る
認
識
の
二
個
の
主
題
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
朝
鮮
植
畏
地
支
配
問
題
に
関
す
る
永
井
荷
風
の
行
動
は
、
日
本
在
住
朝
鮮
人
と
の
永
井
荷
風
個
人
の
交
流
・
交
際
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
各
々
の
主
題
は
、
「
断
腸
亭
日
乗
」
に
お
い
て
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
先
に
指
適
し
て
お
い
た
主
題
を
確
認
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
に
関
係
す
る
m
条
を
掲
示
し
て
分
析
し
て
い
v
こ
と
に
す
る
。
第
一
章
　
歴
史
的
社
会
的
事
象
第
一
節
　
朝
鮮
に
お
け
る
歴
史
的
社
会
的
事
象
第
　
項
　
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
実
態
　
摂
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
実
態
を
あ
ら
わ
す
日
条
は
、
一
九
工
一
（
大
正
十
）
年
六
月
二
日
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
四
田
の
各
々
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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大
正
十
　
（
1
九
l
l
l
）
　
u
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
　
　
六
月
二
日
。
大
久
保
辺
に
て
運
転
手
李
某
と
よ
べ
る
韓
人
乱
酒
な
し
、
刀
を
　
振
つ
て
道
路
を
行
く
も
の
ナ
七
入
を
斬
り
し
と
い
う
ふ
。
我
政
府
の
虐
政
に
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ
　
対
す
る
韓
人
怨
恨
、
既
に
此
の
如
し
。
王
化
は
遂
に
難
林
に
及
ぼ
す
事
な
し
。
　
（
7
）
〔
「
韓
人
乱
酒
な
し
、
」
〕
朝
鮮
人
酔
う
て
　
（
8
）
〔
「
韓
入
」
〕
朝
鮮
人
昭
和
＋
｛
（
　
（
1
九
四
一
）
年
　
二
月
初
四
。
立
春
晴
れ
て
よ
き
日
な
り
。
薄
暮
浅
草
に
往
き
オ
ペ
ラ
館
踊
子
　
等
と
森
永
に
夕
餉
を
食
す
。
楽
屋
に
董
る
朝
鮮
の
踊
子
　
座
あ
り
て
日
本
の
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
流
行
唄
を
う
た
ふ
。
声
が
ら
に
1
種
の
哀
愁
あ
り
。
朝
鮮
語
に
て
朝
鮮
の
民
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
　
　
　
　
　
　
リ
　
謡
う
た
は
せ
な
ば
撫
そ
よ
か
る
べ
し
と
思
ひ
て
そ
の
由
を
告
げ
し
に
’
公
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ
　
の
場
所
に
て
朝
鮮
語
を
用
ひ
ま
た
民
謡
を
歌
ふ
こ
と
は
厳
禁
せ
ら
れ
ゐ
る
と
　
　
　
　
　
　
ハ
ヒ
　
　
苔
へ
さ
し
て
憤
慨
す
る
様
子
も
な
し
。
余
は
欝
ひ
が
た
き
悲
痛
の
感
に
打
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゥ
こ
　
れ
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。
彼
国
の
董
は
東
京
に
幽
閉
せ
ら
れ
て
再
び
其
国
に
か
　
へ
る
の
機
会
な
く
、
其
国
民
は
祖
先
伝
来
の
言
語
歌
謡
を
禁
止
せ
ら
る
。
悲
し
む
べ
き
の
隈
り
に
あ
ら
ず
や
。
余
は
日
本
人
の
海
外
発
展
に
認
し
て
歓
喜
　
の
情
を
催
す
こ
と
能
は
ず
。
寧
嫌
悪
と
恐
怖
と
を
感
じ
て
や
ま
ざ
る
な
り
。
余
會
て
米
国
に
在
り
し
時
米
国
人
は
キ
ュ
ー
バ
島
の
民
の
其
国
の
欝
語
を
使
　
用
し
其
民
謡
を
歌
ふ
こ
と
を
禁
ぜ
ざ
り
事
を
聞
き
ぬ
。
余
は
自
由
の
国
に
永
遠
の
勝
利
と
光
栄
と
の
在
ら
む
こ
と
を
願
ふ
も
の
な
り
。
　
（
1
6
）
弧
撫
そ
よ
か
る
べ
し
」
〕
さ
ぞ
か
し
　
（
1
7
）
　
c
r
ま
た
民
謡
を
歌
ふ
こ
と
は
」
〕
歌
う
た
ふ
事
は
（
1
）
〔
「
憤
慨
す
る
」
〕
憤
る
（
2
）
　
（
以
下
こ
の
臓
最
後
ま
で
〕
韓
国
の
名
は
既
に
亡
び
て
存
せ
ず
其
民
族
は
祖
先
伝
来
の
書
語
歌
謡
を
禁
ぜ
ら
る
。
悲
し
む
べ
き
の
限
な
ら
ず
や
。
余
會
て
米
国
に
在
り
し
時
、
米
國
政
府
は
キ
ュ
ー
バ
島
の
民
が
其
醐
の
言
語
を
使
用
し
其
民
謡
を
歌
ふ
こ
と
を
禁
ぜ
ざ
り
し
と
き
け
り
。
自
由
の
国
に
永
遠
の
光
栄
在
ら
む
こ
と
を
。
　
こ
れ
ら
の
黛
条
に
よ
っ
て
、
旧
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
実
態
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
B
本
の
朝
鮮
に
＃
す
る
植
民
地
支
配
は
、
朝
鮮
民
族
の
自
由
と
権
利
を
侵
害
し
て
、
朝
鮮
国
王
の
廃
建
と
そ
の
日
本
幽
閣
、
朝
鮮
の
蟄
口
語
や
歌
謡
の
禁
止
、
日
本
語
や
歌
謡
の
強
制
使
用
な
ど
、
朝
鮮
民
族
に
対
す
る
暴
力
的
抑
圧
的
政
治
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
第
二
項
　
朝
鮮
民
族
の
独
立
運
動
　
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
民
族
の
独
立
運
動
を
あ
ら
わ
す
日
条
は
、
一
九
　
九
（
大
正
八
）
年
三
月
十
日
の
日
条
で
あ
る
。
そ
の
日
条
の
具
体
的
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
正
l
x
　
（
1
九
l
九
）
年
　
三
月
十
日
。
く
も
り
て
風
さ
む
し
。
朝
鮮
人
盛
に
独
立
運
動
を
な
し
、
　
自
治
の
霊
旨
を
実
行
せ
む
と
す
と
云
ふ
。
民
族
　
こ
の
日
条
に
よ
っ
て
’
朝
鮮
民
族
の
独
立
運
動
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
も
つ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
朝
鮮
民
族
は
、
　
　
九
「
九
（
大
蓬
七
）
年
三
月
一
日
に
は
じ
め
た
三
・
一
独
立
遅
動
を
民
族
自
決
権
の
も
と
に
全
民
族
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
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第
三
項
　
日
本
人
の
朝
鮮
在
住
・
往
来
　
日
本
人
の
朝
鮮
と
の
往
来
あ
る
い
は
在
住
に
関
す
る
日
条
は
、
1
　
e
c
l
l
四
（
大
正
十
三
）
年
十
二
月
十
三
日
、
　
九
l
l
i
”
　
（
大
圧
十
四
）
年
六
月
三
日
、
　
九
二
五
（大
正
十
四
）
年
十
　
月
十
八
日
、
　
一
九
l
i
六
（
大
正
十
五
）
年
五
月
十
八
日
、
　
一
九
B
I
I
I
　
（
昭
和
七
）
年
十
二
月
三
十
1
日
の
各
々
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
日
条
の
具
体
的
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
　
十
二
月
十
三
日
。
午
後
風
な
け
れ
ば
落
葉
を
焚
く
。
夜
母
上
の
安
否
を
悶
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
バ
ヨ
げ
　
母
上
の
許
に
は
威
三
郎
の
幼
兇
二
人
あ
り
。
　
〈
中
略
〉
威
三
郎
夫
婦
は
〈
中
略
〉
朝
鮮
の
其
処
に
居
住
せ
る
な
り
。
〈
後
略
〉
　
（
1
）
筥
威
三
郎
ご
弟
大
正
十
四
e
九
二
五
）
年
　
六
月
三
日
。
小
雨
折
ン
降
る
。
午
後
南
葵
文
庫
に
性
き
菊
地
元
習
の
三
油
紀
　
署
を
読
む
。
竹
田
玩
古
堂
来
り
近
溝
商
用
に
て
朝
鮮
に
赴
く
と
い
ふ
。
扇
子
　
　
ハ
ヨ
リ
　
に
送
別
の
一
首
を
書
し
て
日
v
。
　
行
先
は
難
の
林
と
き
く
か
ら
に
卵
の
か
ら
と
身
を
な
く
だ
き
そ
　
（
1
）
〔
「
送
別
の
一
首
を
書
し
て
曰
く
。
］
〕
送
別
一
首
。
大
正
十
g
e
　
（
l
九
二
五
）
年
　
十
一
月
十
八
日
。
綱
雨
罪
ン
た
り
。
午
後
有
元
馨
寧
氏
そ
の
作
顧
数
葉
を
携
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
し
ロ
へ
来
り
、
題
賛
を
需
む
。
予
悪
筆
を
擁
ぢ
露
辞
す
れ
ど
も
聴
か
ず
。
巴
む
こ
と
を
得
ず
塗
鴉
を
試
む
。
有
元
氏
は
初
和
田
英
作
氏
に
つ
き
て
洋
爾
を
学
び
た
る
由
。
七
八
年
前
馬
場
孤
蝶
の
紹
介
状
を
携
へ
大
久
保
の
陰
鷹
に
来
り
訪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
こ
は
れ
し
な
り
。
こ
の
度
京
阪
よ
り
満
韓
に
向
ひ
絵
行
榔
を
な
す
と
い
ふ
。
（’
－
”
）
　
（
以
下
「
塗
鴉
を
試
む
。
」
ま
で
）
〔
ナ
シ
）
（2
）
〔
門
満
韓
」
〕
満
鮮
大
正
ナ
五
（
一
九
二
六
）
年
　
五
月
十
八
鑓
。
韓
国
京
城
府
外
新
孔
徳
里
四
番
地
住
、
楠
安
正
と
い
へ
る
人
　
の
書
簡
に
接
す
。
小
石
川
江
戸
川
端
石
切
橋
の
ほ
と
り
に
生
ま
れ
た
る
人
に
　
て
、
其
家
は
小
売
酒
家
な
り
し
と
云
ふ
。
多
年
韓
京
に
在
り
、
虚
子
派
の
俳
　
譜
を
学
び
、
頃
B
余
が
雑
著
を
よ
み
て
、
予
と
同
じ
く
黒
田
小
学
校
に
通
ひ
　
し
こ
と
も
あ
り
し
と
て
、
小
石
川
牲
時
の
事
さ
ま
　
　
書
き
越
さ
れ
た
り
。
　
文
面
に
よ
り
て
推
察
す
る
に
、
年
は
予
よ
り
少
き
が
如
し
。
此
日
風
な
く
天
　
気
清
和
な
り
。
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
　
十
二
月
掛
】
ヨ
。
空
晴
れ
て
暖
気
春
の
如
し
。
正
午
大
石
医
院
に
往
き
銀
座
　
に
て
昼
飯
を
食
し
て
か
へ
る
。
夜
ま
た
銀
座
に
姓
き
万
茶
夢
に
憩
ふ
。
神
代
　
高
橋
生
霞
の
三
子
前
後
し
て
来
り
会
す
。
笑
語
の
中
除
夜
の
鐘
を
き
く
。
汁
　
粉
屋
梅
林
に
て
雑
煮
を
食
し
銀
座
通
夜
店
の
賑
ひ
を
観
る
。
偶
然
タ
イ
ガ
の
　
女
給
お
葉
に
逢
ふ
。
頃
ヨ
朝
鮮
京
城
よ
り
帰
り
し
と
云
ふ
。
高
橋
神
代
の
二
　
子
と
共
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
入
り
一
茶
し
て
後
家
に
帰
る
。
暁
三
蒔
を
過
ぎ
　
た
り
。
IO
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こ
れ
ら
の
臼
条
に
よ
っ
て
、
日
本
入
の
朝
鮮
在
住
あ
る
い
は
往
来
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
硲
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
u
r
本
人
は
総
督
府
の
技
締
、
古
書
店
主
、
画
家
、
女
給
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
入
た
ち
が
、
朝
鮮
に
在
住
あ
る
い
は
朝
鮮
と
往
来
し
て
い
る
。
そ
し
て
朝
鮮
に
お
け
る
勤
務
、
経
済
行
為
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け
る
自
己
あ
る
い
は
家
族
の
生
活
を
支
え
て
も
い
る
。
第
二
簾
　
瞬
本
に
お
け
る
歴
史
的
社
会
的
事
象
第
一
項
　
穣
本
国
民
の
精
神
生
活
　
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
日
本
国
民
の
精
神
生
活
を
あ
ら
わ
す
目
条
は
、
　
I
九
I
八
（
大
正
七
）
年
十
l
月
二
牽
一
日
、
　
一
九
I
九
（
大
蕉
八
）
年
三
月
三
日
、
一
九
I
九
（
大
正
八
）
年
七
月
1
日
の
そ
れ
ぞ
れ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
各
々
の
日
条
の
具
体
的
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
　
十
一
月
廿
　
嬢
。
午
前
薗
八
蔀
け
い
こ
に
行
く
。
こ
の
日
欧
洲
戦
争
平
定
の
　
祝
日
な
り
と
て
、
市
中
甚
雑
還
せ
り
。
日
比
谷
公
園
外
に
て
浅
葱
色
の
仕
事
　
着
き
た
る
職
工
幾
組
と
も
知
れ
ず
、
隊
を
な
し
練
り
行
く
を
見
る
。
労
働
問
　
題
既
に
切
迫
し
来
れ
る
の
感
甚
切
な
り
。
過
去
を
顧
る
に
、
明
治
三
十
年
頃
　
東
窟
璽
都
祭
当
日
の
賑
の
如
き
’
又
近
年
韓
国
合
併
祝
賀
祭
の
如
き
、
未
深
v
吾
国
下
層
社
会
の
生
活
の
変
化
せ
し
事
を
推
量
せ
し
め
ざ
り
し
が
、
此
日
m
比
谷
丸
の
内
辺
雑
還
の
光
景
は
、
以
前
の
時
代
と
異
り
、
人
を
し
て
一
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
リ
こ
痛
切
な
る
感
慨
を
催
さ
し
む
。
夜
竹
田
書
店
主
入
来
談
。
（
2
）
〔
「
竹
田
書
店
主
人
来
談
。
」
〕
竹
田
書
書
店
主
人
来
話
。
大
正
f
x
　
（
l
九
l
九
）
年
　
三
月
三
日
。
朝
鮮
国
王
崩
御
の
霞
。
三
味
線
鳴
物
御
停
止
な
り
。
但
し
市
中
　
芝
居
は
休
ま
ず
と
云
ふ
噂
も
あ
り
。
大
正
八
（
一
九
l
九
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
ヤ
　
七
月
朔
。
独
逸
降
伏
平
和
条
約
調
印
紀
念
の
祭
日
な
り
と
や
ら
。
工
場
銀
行
　
皆
業
を
休
み
た
り
。
路
地
裏
も
家
毎
に
国
旗
を
出
し
た
り
。
日
比
谷
辺
に
て
　
頻
に
花
火
を
打
揚
る
響
翻
ゆ
。
路
地
の
人
々
皆
家
を
空
し
く
し
て
遊
び
に
出
　
掛
け
し
も
の
と
覚
し
く
、
四
辮
昼
の
中
よ
り
い
つ
に
似
ず
静
に
て
、
涼
風
の
　
簾
を
動
す
音
の
み
耳
立
ち
て
聞
ゆ
。
終
段
糊
を
煮
て
押
入
の
壁
を
貼
り
つ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
も
ヨ
　
祭
の
夜
よ
で
も
題
す
べ
き
小
品
文
の
腹
案
を
な
す
。
明
治
廿
三
年
頃
憲
法
発
　
布
祭
田
の
追
憶
よ
り
、
近
く
は
韓
国
合
併
の
祝
日
、
ま
た
御
大
典
の
夜
の
賑
　
な
ど
思
出
る
が
ま
A
に
之
を
書
き
つ
ゴ
ら
ば
、
余
な
る
一
掴
の
逸
民
と
時
代
　
一
般
と
の
穀
照
も
お
の
つ
か
ら
隠
約
の
間
に
現
し
来
る
こ
と
を
得
べ
し
。
　
（
5
）
〔
以
下
「
休
み
た
り
。
」
ま
で
〕
祭
日
な
り
ど
て
、
H
場
銀
行
皆
業
を
休
む
。
　
（
6
）
〔
以
下
「
祝
日
、
」
ま
で
〕
明
治
甘
三
年
憲
法
発
布
祭
の
追
懐
よ
り
近
く
は
日
韓
　
　
　
合
併
の
祝
日
　
こ
れ
ら
の
日
条
に
よ
っ
て
、
日
本
国
民
の
精
神
生
活
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
統
治
は
、
国
家
に
よ
る
国
民
の
精
神
生
活
に
11
永＃荷騰巳記噺腸亭日飛論一瞬本の朝鮮植浸地支瀦問題に関する記述の分析を中心にして一
対
す
る
規
制
と
動
員
を
と
も
な
っ
て
お
し
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鷺
本
国
家
は
国
民
に
対
し
て
、
～
方
に
お
い
て
「
韓
国
合
併
」
、
u
r
本
の
朝
鮮
完
全
植
民
地
化
に
さ
い
し
て
は
r
こ
れ
を
祝
賀
す
る
よ
う
に
祝
日
や
祝
賀
祭
を
設
け
た
り
、
他
方
に
お
い
て
「
朝
鮮
国
王
崩
御
」
、
朝
鮮
完
全
植
民
地
化
時
の
大
韓
帝
国
皇
帝
の
死
去
に
さ
い
し
て
は
、
こ
れ
に
弔
意
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
芸
能
、
娯
楽
な
ど
を
禁
止
し
た
り
し
て
い
る
。
第
二
項
　
日
本
在
佳
朝
鮮
人
の
社
会
状
況
m
a
　
1
　
E
n
　
社
会
経
済
生
活
　
日
本
在
住
朝
鮮
人
の
社
会
経
済
生
活
に
関
す
る
日
条
は
、
す
で
に
第
二
章
第
一
節
で
掲
載
し
た
日
条
す
な
わ
ち
’
一
九
l
i
l
　
（
大
正
十
）
年
六
r
n
t
1
l
i
i
t
と
　
st
四
l
　
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
四
日
に
加
え
て
、
一
九
I
B
I
I
　
（
大
正
十
二
）
年
五
月
十
九
日
、
　
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
一
月
七
日
、
同
十
月
　
欝
、
一
九
二
七
（昭
和
二
）
年
十
二
月
三
十
　
［
E
、
　
九
三
〇
（
昭
頼
五
）
年
l
月
八
日
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
十
1
月
六
日
、
　
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
四
月
十
三
β
、
　
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
六
月
十
九
日
、
　
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
四
月
ナ
三
日
、
　
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
月
二
十
六
日
、
　
一
九
I
I
I
九
（
昭
和
十
四
）
年
｝
月
二
十
八
日
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
三
月
十
二
田
、
一
九
四
五
（昭
和
二
十
）
年
七
月
十
八
日
の
各
々
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
正
十
1
1
　
（
l
九
l
B
三
D
年
　
五
月
十
九
日
。
疇
れ
て
風
爽
な
り
。
午
後
某
雑
誌
記
者
の
来
訪
に
接
し
た
れ
　
ば
、
家
に
在
る
や
再
び
い
か
な
る
者
の
訪
ひ
来
る
や
も
知
れ
ず
と
思
ひ
、
行
　
V
べ
き
当
も
な
く
門
を
出
で
た
り
。
日
比
谷
よ
り
本
所
猿
江
行
の
電
車
に
乗
　
り
小
名
木
摺
に
出
で
、
水
に
沿
う
て
中
川
の
岸
に
至
ら
む
と
す
。
日
既
に
暮
　
れ
雨
ま
た
来
ら
む
と
す
。
踵
を
回
し
て
再
び
猿
江
裏
町
に
出
で
、
銀
座
に
て
　
夕
餉
を
食
し
家
に
帰
る
。
大
正
二
三
年
の
こ
ろ
、
五
ツ
目
よ
り
中
川
逆
井
の
　
辺
ま
で
歩
み
し
時
の
光
景
に
比
す
れ
ば
、
葛
飾
の
水
郷
も
今
は
新
開
の
町
つ
ゾ
　
き
と
な
り
、
薫
葭
の
間
に
葭
雀
の
鳴
く
を
聞
か
ず
。
た
ま
く
路
人
の
大
声
　
に
語
行
く
を
聞
け
ば
、
支
那
語
に
あ
ら
ざ
れ
ば
朝
鮮
語
な
り
。
此
の
あ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ロ
　
の
工
場
に
は
支
那
朝
鮮
の
移
民
多
く
使
役
せ
ら
る
A
も
の
と
見
ゆ
。
　
（
1
）
〔
「
使
役
せ
ら
る
A
も
の
ご
膣
は
る
A
も
の
大
正
十
k
l
　
（
1
九
二
六
）
年
　
正
月
七
日
。
朝
夕
は
寒
気
凛
例
な
れ
ど
、
昼
の
中
は
愚
ひ
の
外
に
暖
な
り
。
　
年
後
銀
座
を
歩
み
、
土
橋
南
際
に
震
災
後
開
店
せ
し
朝
鮮
物
産
販
売
店
に
て
、
　
虎
斑
苔
紙
の
巻
紙
を
購
ふ
。
或
人
和
製
唐
紙
に
比
し
て
遥
に
書
き
よ
き
由
語
　
り
し
を
以
て
な
り
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
　
十
月
初
一
。
曇
り
て
風
な
し
。
午
後
京
橋
際
第
百
銀
行
に
往
く
。
偶
然
金
子
　
紫
草
に
逢
ふ
。
夜
帝
国
劇
場
に
赴
く
。
松
麺
子
南
北
が
作
立
場
の
太
平
次
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ユ
ピ
　
演
ず
る
を
以
て
な
り
。
此
夜
高
伯
爵
、
生
田
、
巌
谷
の
諸
氏
と
劇
場
に
て
相
　
会
す
。
酒
館
太
謁
に
飲
む
。
12
（
1
）
　
c
r
高
伯
爵
」
〕
朝
鮮
貴
族
高
伯
爵
（c
o
）
　
（
r
オ
リ
ン
ピ
ヤ
」
〕
オ
リ
ン
ピ
ク
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昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
　
十
二
月
三
十
日
曇
天
微
風
あ
り
、
〈
申
略
〉
夜
壷
中
庵
を
訪
ひ
お
歌
を
伴
ひ
　
浅
草
観
音
堂
に
詣
づ
、
伝
法
院
裏
門
前
よ
り
広
小
路
に
通
ず
る
公
園
内
の
街
　
路
は
商
店
夜
市
の
繁
栄
今
は
却
て
雷
門
仲
店
を
凌
駕
せ
む
と
す
る
勢
な
り
、
　
自
働
車
に
て
富
士
見
町
に
姓
き
、
お
歌
の
識
れ
る
　
茶
亭
に
登
る
、
支
那
風
　
と
西
洋
風
と
の
寝
室
あ
り
、
又
朝
鮮
服
着
た
る
韓
人
の
女
中
一
入
あ
り
、
m
u
　
本
人
の
女
中
と
共
に
立
働
く
さ
ま
頗
奇
な
り
’
兎
角
す
る
中
夜
も
三
更
を
過
ぎ
風
吹
出
で
ン
寒
く
な
り
し
故
、
芝
婦
の
勧
む
る
が
ま
A
　
室
に
床
敷
か
せ
　
て
寝
に
就
く
に
、
〈
後
略
〉
昭
湘
五
（
一
九
三
〇
）
年
・
正
月
初
八
晴
れ
て
寒
気
甚
し
、
昏
黒
三
番
町
に
往
か
む
と
て
谷
町
通
に
て
電
　
車
の
来
る
を
待
つ
、
悪
戯
盛
の
子
供
二
三
十
人
ば
か
り
群
れ
集
り
t
鬼
婆
参
　
N
L
と
瞬
ぶ
、
中
に
は
棒
ち
ぎ
れ
を
持
ち
た
る
悪
太
郎
も
あ
り
、
何
事
に
や
と
　
様
子
を
見
る
に
頭
髪
雪
の
如
く
腰
曲
り
た
る
朝
鮮
人
の
老
婆
、
入
家
の
戸
口
　
に
立
ち
飴
を
売
り
て
銭
を
乞
ふ
を
、
悪
童
等
押
取
巻
き
棒
に
て
地
を
叩
き
て
　
叫
び
合
へ
る
な
り
、
余
は
日
頃
日
本
の
小
童
の
慕
戻
な
る
を
憎
む
こ
と
甚
し
、
　
こ
の
寒
さ
夜
に
、
遠
国
よ
り
さ
ま
よ
ひ
来
れ
る
老
婆
の
さ
ま
余
り
に
哀
れ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
ロ
　
見
え
た
れ
ば
半
円
の
銀
貨
｝
片
を
与
へ
て
宏
り
ぬ
、
三
番
町
に
至
る
に
小
星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ロ
　
家
に
在
ら
ず
、
已
む
こ
と
を
得
ず
銀
座
に
出
で
オ
リ
ン
ピ
ヤ
に
俳
し
て
空
し
　
V
家
に
還
る
、
　
（
5
）
〔
「
小
星
」
お
歌
〔
以
下
こ
の
年
全
て
同
じ
〕
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
　
十
1
月
六
巳
。
雨
敏
み
て
空
暗
し
く
申
略
V
　
銀
座
二
丁
罵
も
と
服
部
時
計
店
仮
店
の
跡
へ
広
大
な
る
カ
ツ
フ
ヱ
ー
及
舞
踏
　
場
出
来
る
由
。
営
業
人
は
鮮
入
代
議
士
朴
春
琴
な
り
。
其
背
後
に
は
償
警
視
　
総
監
丸
山
某
あ
り
。
今
日
ま
で
カ
ツ
フ
ヱ
ー
と
ダ
ン
ス
場
と
を
兼
業
す
る
こ
　
と
は
警
察
署
に
て
許
可
せ
ざ
り
し
が
、
丸
鐵
旧
総
監
の
斡
旋
あ
り
し
た
め
訳
　
な
く
許
可
に
な
り
し
と
云
ふ
。
鮮
人
朴
は
現
在
カ
ッ
フ
ヱ
…
赤
玉
の
主
人
な
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヰ
レ
　
り
と
云
ふ
。
磯
漿
　
　
　
　
　
　
ハ
ち
ソ
　
〔
欄
外
朱
書
〕
カ
フ
ヱ
ー
は
許
可
せ
ら
れ
し
が
ダ
ン
ス
瘍
兼
業
は
未
許
可
せ
ら
　
れ
ず
カ
フ
ヱ
ー
の
名
は
銀
座
グ
ラ
ン
ド
と
云
ふ
由
な
り
　
（
4
）
〔
蔽
催
て
」
〕
〔
ナ
シ
〕
　
（
5
）
〔
以
下
こ
の
朱
書
〕
〔
ナ
シ
〕
昭
和
九
（
一
九
l
i
l
四
）
年
　
四
月
十
三
濤
。
く
も
り
て
午
後
よ
り
細
雨
姻
の
如
し
。
薄
暮
門
を
出
る
に
市
　
兵
衛
町
大
通
の
老
桜
、
花
ひ
ら
き
て
雲
の
如
し
。
道
源
寺
阪
を
下
り
電
革
に
　
て
銀
座
に
行
き
松
坂
屋
百
貨
店
に
て
腹
巻
に
す
る
洒
木
綿
を
購
ふ
穣
恥
麩
．
尺
v
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
い
　
年
は
洋
服
の
み
な
ら
ず
腹
巻
襯
衣
寝
衣
の
浴
衣
等
皆
破
れ
古
び
て
用
を
な
　
さ
t
：
る
に
至
れ
り
。
余
の
老
麺
も
亦
之
に
似
た
り
と
謂
ふ
べ
し
。
千
疋
屋
楼
　
上
に
て
晩
餐
を
食
す
。
夕
刊
紙
を
見
る
に
朝
鮮
人
高
利
貸
某
逮
捕
の
罷
事
中
　
に
タ
イ
ガ
女
給
伊
藤
駒
子
麓
の
名
も
見
え
た
り
。
雨
歌
ま
ざ
れ
ば
直
に
家
に
　
帰
る
。
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（
7
）
〔
「
寝
衣
の
浴
衣
等
」
〕
寝
衣
浴
衣
の
類
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
　
六
月
十
九
B
。
晴
ま
た
陰
。
都
家
の
卯
の
花
ひ
ら
く
。
午
後
堀
口
大
学
氏
来
　
訪
。
灘
暑
昨
の
如
し
。
燈
刻
七
時
過
銀
座
通
藻
波
に
餅
す
。
　
〈
中
略
〉
　
　
　
去
月
ご
ろ
よ
り
銀
座
通
新
橋
近
く
の
道
路
を
掃
除
す
る
男
あ
り
。
黒
の
　
　
　
由
高
帽
を
か
ぶ
り
モ
ー
ニ
ン
グ
を
着
し
腕
に
帝
都
美
化
普
及
会
と
か
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
せ
ね
　
　
　
き
し
布
を
巻
き
箒
と
ブ
リ
キ
製
の
ち
り
取
り
を
持
ち
商
店
の
店
先
歩
道
　
　
　
橋
上
な
ど
通
行
人
の
捨
行
く
紙
屑
バ
ナ
、
の
皮
な
ど
を
掃
く
な
り
。
年
　
　
　
の
頃
は
四
十
前
後
容
貌
は
さ
し
て
檸
悪
な
ら
ず
、
商
店
の
門
口
を
掃
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
け
　
　
　
し
て
も
金
銭
を
強
請
す
る
や
う
な
事
は
な
し
と
の
こ
と
な
り
。
〔
此
間
一
　
　
　
行
弱
抹
消
。
以
下
行
間
補
〕
現
代
流
行
の
愛
国
狂
な
る
べ
し
〔
以
上
　
　
　
補
〕
○
カ
フ
ヱ
ー
喫
茶
店
等
へ
出
入
す
る
花
売
ハ
ン
ケ
チ
売
の
如
き
乞
　
　
　
食
今
年
に
な
り
て
次
第
に
多
く
な
り
た
り
。
子
供
を
連
れ
た
る
朝
鮮
の
　
　
　
女
殊
に
多
し
と
云
ふ
。
　
（
4
）
〔
「
歩
道
橋
上
」
〕
鋪
道
上
　
（
5
）
　
（
以
下
門
カ
フ
ヱ
ー
扁
ま
で
〕
と
の
こ
と
な
り
。
現
代
流
行
の
愛
国
狂
な
る
べ
し
。
　
　
　
　
【
改
行
｝
　
　
　
　
／
カ
フ
ヱ
－
昭
和
十
一
£
九
三
六
）
年
　
四
月
十
三
日
。
夜
来
の
雨
や
ま
ず
。
近
鄭
の
桜
花
満
開
と
な
る
。
楓
の
若
芽
　
も
亦
野
び
た
り
。
終
日
執
筆
。
繭
漱
ま
ず
。
夜
に
入
り
強
風
起
る
。
　
　
　
此
日
の
東
点
日
、
の
夕
刊
を
見
る
に
、
大
阪
の
或
波
止
場
に
て
、
児
童
　
　
　
預
所
に
集
り
ゐ
た
る
日
本
入
の
小
児
、
朝
鮮
人
の
小
児
が
物
を
盗
み
た
　
　
り
と
て
こ
れ
を
縛
り
、
さ
か
さ
に
掃
し
て
打
ち
た
A
き
し
後
、
布
団
に
　
　
包
み
其
上
よ
り
大
勢
に
て
踏
み
殺
し
た
る
記
事
あ
り
。
小
児
は
い
つ
れ
　
　
も
十
歳
に
至
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
然
る
に
彼
等
は
警
察
署
に
て
鋼
事
が
　
　
為
す
如
き
拷
問
の
方
法
を
知
り
て
、
之
を
実
行
す
る
は
如
何
な
る
故
に
　
　
や
。
又
布
懸
に
包
み
て
踏
殺
す
事
は
、
江
戸
時
代
伝
馬
町
の
窄
屋
に
て
　
　
囚
徒
の
問
に
行
は
れ
た
る
事
な
り
。
之
を
今
、
昭
和
の
小
児
の
知
り
居
　
　
る
は
如
何
な
る
故
な
る
や
。
人
闘
自
然
の
残
忍
な
る
性
情
は
古
今
と
も
　
　
に
お
の
つ
か
ら
符
合
す
る
も
の
に
や
。
怖
る
べ
し
。
怖
る
べ
し
。
藤
呼
　
　
怖
る
べ
き
な
り
。
（
2
）
q
牢
屋
」
〕
牢
崖
（
3
）
〔
門
鳴
呼
飾
る
べ
き
な
り
。
」
〕
鳴
呼
怖
る
べ
し
。
geff＋
l
l
l
　
（
1
九
三
八
）
年
　
十
月
廿
六
日
。
晴
。
午
睡
よ
り
覚
む
れ
ば
日
は
既
に
斜
な
り
。
夜
浅
草
公
園
　
森
永
に
蝕
し
、
区
役
所
横
裏
の
喫
茶
店
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
と
い
ふ
に
入
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
ロ
　
店
内
備
付
の
蓄
音
機
に
て
ド
ビ
ッ
シ
イ
の
歌
劇
聖
セ
バ
ス
チ
ア
ン
の
殉
教
を
　
聴
く
。
十
1
時
オ
ペ
ラ
館
稽
古
場
に
少
憩
し
女
優
松
平
及
朝
鮮
人
韓
某
と
共
　
　
　
コ
　
　
に
車
に
て
か
へ
る
。
浅
草
公
園
六
区
に
出
る
藝
人
の
中
に
は
朝
鮮
人
紗
か
ら
　
ず
。
殊
に
オ
ペ
ラ
館
の
舞
台
に
て
は
朝
鮮
語
に
て
歌
を
う
た
ふ
ほ
ど
な
り
。
　
m
m
本
入
の
藝
人
も
東
京
生
れ
の
者
よ
り
も
地
方
の
男
女
多
く
、
十
人
の
中
五
　
入
ま
で
は
北
海
道
及
秋
田
青
森
の
産
な
り
。
今
オ
ペ
ラ
館
の
楽
屋
に
つ
い
て
　
之
を
見
る
に
女
優
竹
久
よ
し
美
松
平
ま
り
子
石
田
文
子
松
釦
浪
子
の
如
き
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ぴ
　
　
つ
れ
も
北
海
道
の
生
れ
な
り
瞬
讐
・
・
文
藝
部
の
小
痢
氏
は
朝
鮮
京
城
の
生
れ
な
　
り
。
声
曲
家
増
田
晃
久
は
米
国
に
生
れ
広
嶋
に
て
人
と
な
り
た
り
。
女
優
木
14
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村
時
子
は
仙
台
の
生
れ
な
り
。
大
道
具
の
職
人
四
人
の
中
二
入
は
大
坂
者
な
り
。
小
道
異
方
一
人
も
京
坂
の
者
な
り
。
こ
の
　
例
に
よ
り
て
見
る
も
純
粋
の
東
京
人
は
年
と
共
に
減
少
滅
亡
し
行
く
も
の
ン
如
し
．
今
の
文
壇
も
恐
ら
く
オ
ペ
ラ
館
楽
屋
の
例
に
漏
れ
ざ
る
も
の
な
る
べ
し
。
（
1
）
〔
「
ド
ビ
ツ
シ
イ
」
ド
ビ
ュ
ツ
シ
イ
　
　
　
　
　
　
　
〔
蓬
（
2
）
〔
「
車
に
て
か
へ
る
。
浅
草
公
園
」
〕
車
に
て
か
へ
る
。
／
浅
草
公
囲
（3
）
〔
霧
好
は
秋
』
〔
ナ
シ
〕
昭
和
十
四
　
（
I
九
三
九
）
年
　
一
月
廿
八
日
。
晴
。
オ
ペ
ラ
館
憐
優
川
公
一
よ
り
震
災
後
浅
草
歌
劇
興
行
の
　
番
附
及
雑
誌
更
生
十
冊
余
其
他
を
購
ふ
。
踊
子
等
と
森
永
に
浅
酌
す
る
こ
と
　
例
の
如
し
。
酒
間
踊
子
よ
り
き
＼
た
る
噂
に
、
オ
ペ
ラ
館
出
演
の
藝
人
中
韓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
レ
　
某
と
よ
べ
る
朝
鮮
人
あ
り
。
　
　
座
の
女
舞
踏
者
春
野
芳
子
と
い
ふ
年
上
の
女
　
と
よ
き
仲
に
な
り
大
森
の
貸
間
を
引
払
ひ
、
女
の
住
め
る
浅
草
柴
崎
町
の
ア
　
パ
t
w
ト
に
移
り
同
じ
部
屋
に
暮
し
ゐ
た
り
し
が
、
警
吏
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
　
り
十
日
間
劇
場
出
演
を
禁
じ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
。
朝
鮮
人
は
警
察
署
の
許
可
　
を
得
ざ
れ
ば
随
意
に
其
居
所
を
変
更
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
な
り
と
云
ふ
。
　
此
の
話
を
き
A
て
も
日
本
人
に
て
公
憤
を
催
す
も
の
は
殆
無
き
が
如
し
。
　
（
3
）
〔
門
女
舞
踊
者
春
野
芳
子
」
3
女
舞
踊
吉
野
春
子
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
・
三
月
十
二
日
。
雨
晴
れ
て
風
つ
よ
し
。
丸
の
内
よ
り
土
州
橋
に
至
る
。
尿
毒
　
頓
に
減
少
し
た
り
と
云
ふ
。
オ
ペ
ラ
館
楽
屋
に
至
り
す
み
だ
川
を
見
る
。
藝
　
者
お
糸
に
扮
す
る
女
優
筑
波
雪
子
と
嚢
ふ
は
、
江
戸
風
の
ど
こ
や
ら
仇
ツ
ぽ
　
き
顔
立
な
れ
ど
、
実
は
朝
鮮
人
な
り
と
楽
屋
雀
の
影
口
を
き
N
、
　
　
種
名
状
し
が
た
き
奇
異
の
思
を
な
せ
り
。
此
夕
雪
子
舞
台
裏
の
板
は
め
に
よ
り
か
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
ば
　
り
藝
者
の
姿
に
て
何
や
ら
駄
菓
子
を
食
ひ
指
を
な
め
な
が
ら
出
端
を
待
て
る
様
子
を
見
る
に
、
お
の
つ
か
ら
す
み
だ
川
作
り
し
頃
の
事
、
か
の
窟
松
と
い
　
ひ
し
げ
い
者
と
瀦
か
藤
に
な
り
互
に
命
と
い
ふ
字
を
腕
に
ほ
り
し
こ
ろ
の
事
な
　
ど
夢
の
や
う
に
思
返
さ
る
A
折
か
ら
、
此
の
美
し
き
幻
想
の
主
の
外
国
人
な
　
る
こ
と
を
知
り
て
は
奇
異
の
感
禁
じ
難
き
も
の
あ
り
。
〔
以
下
五
行
切
取
〕
　
（
1
）
〔
「
禁
じ
難
き
も
の
あ
り
。
ハ
以
下
五
行
切
敢
〕
」
〕
禁
じ
難
き
も
の
あ
り
。
（
以
下
略
）
昭
和
二
十
　
（
一
九
四
五
）
年
　
七
月
十
八
鷺
。
晴
。
日
暮
妙
林
寺
後
丘
の
墓
地
を
続
る
山
径
を
禰
祥
す
。
由
は
皆
葎
山
に
て
松
林
深
き
処
入
家
碁
布
す
。
林
問
に
畠
あ
り
ま
た
牧
場
あ
り
。
人
家
の
庭
に
甘
草
孔
雀
草
の
花
を
見
る
。
小
径
の
行
く
に
従
ひ
林
間
を
上
下
す
る
に
忽
ち
に
し
て
山
問
に
通
ず
る
＃
2
（
道
に
出
づ
。
大
道
は
三
門
町
停
車
場
の
あ
た
り
よ
り
西
北
の
方
に
走
り
審
備
津
の
町
に
通
ず
る
も
の
な
る
が
如
し
。
四
方
の
山
麓
及
び
路
傍
の
家
屋
中
そ
の
稽
大
な
る
は
石
材
を
商
ふ
も
の
な
り
。
行
入
の
中
朝
鮮
の
人
多
き
を
見
る
。
距
未
没
せ
ざ
る
に
半
輪
の
月
次
第
に
輝
く
に
つ
れ
、
山
色
樹
影
色
調
の
妙
を
極
め
、
水
田
の
面
に
反
映
す
。
顧
望
低
掴
。
夜
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
フ
ね
の
迫
り
来
る
に
驚
き
、
道
を
い
そ
き
て
家
に
か
へ
る
。
〈
後
略
〉
　
（
4
）
ハ
以
下
「
碁
布
す
。
」
ま
で
〕
皆
巌
石
に
し
て
松
林
深
き
処
人
家
あ
り
。
　
（
5
）
〔
「
大
道
に
出
づ
。
大
道
は
じ
国
道
ら
し
き
道
に
出
で
た
り
。
道
は
　
（
6
）
〔
以
下
門
輝
く
に
つ
れ
、
」
ま
で
）
晩
照
い
ま
だ
消
え
ざ
る
に
半
輪
の
月
光
次
第
　
　
　
に
輝
き
わ
た
り
’
　
（
7
）
　
｛
r
い
そ
き
て
］
）
い
そ
ぎ
て
　
こ
れ
ら
の
日
条
に
よ
っ
て
、
銭
本
在
住
朝
鮮
人
の
社
会
経
済
生
活
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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ま
ず
、
日
本
在
住
朝
鮮
入
の
社
会
経
済
生
活
は
、
彼
ら
の
中
に
は
伯
爵
貴
族
、
衆
議
院
議
員
兼
カ
フ
ヱ
ー
営
業
人
、
高
利
貸
し
な
ど
、
経
済
的
に
富
裕
な
者
た
ち
も
い
る
が
、
多
く
の
人
た
ち
は
運
転
手
、
町
工
場
の
工
員
、
橋
の
た
も
と
で
の
紙
売
り
、
茶
亭
で
の
女
中
、
乞
食
周
然
の
飴
売
り
花
売
り
・
ハ
ン
ケ
チ
売
り
の
如
き
子
ど
も
つ
れ
の
女
性
乞
食
、
下
町
の
劇
場
で
の
芸
人
・
憐
優
出
演
な
ど
で
生
計
を
た
て
、
老
若
男
女
最
底
辺
の
生
活
を
し
い
ら
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
最
底
辺
の
生
活
の
な
か
で
、
日
本
の
宮
憲
や
民
問
入
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
、
偏
見
、
虐
待
な
ど
を
受
け
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
生
活
の
困
窮
と
社
会
的
差
別
・
偏
見
・
虐
待
な
ど
は
時
間
が
た
っ
て
も
全
く
改
善
さ
れ
て
い
っ
て
い
な
い
。
第
二
屠
　
政
治
行
動
　
日
本
在
住
朝
鮮
人
の
政
治
行
動
を
あ
ら
わ
す
日
条
は
、
す
で
に
第
一
章
第
一
節
第
一
項
で
掲
載
し
た
一
九
二
一
（
大
蕉
十
）
年
六
月
ニ
ヨ
、
同
じ
く
第
二
節
第
二
項
第
一
目
で
掲
載
し
た
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
十
一
月
六
日
の
各
日
条
に
加
え
て
、
新
た
に
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
　
一
月
八
日
と
同
じ
く
一
月
二
十
五
巳
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
七
月
二
十
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
条
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
日
条
の
具
体
的
な
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
昭
頼
七
（
一
九
三
二
）
　
一
月
初
八
、
晴
天
、
　
補
時
中
洲
に
往
く
、
年朝
の
中
華
氏
六
十
五
六
度
の
暖
さ
な
り
、
午
後
執
筆
、
永
代
橋
を
わ
た
り
洲
崎
に
出
で
城
東
電
車
に
て
砂
町
に
性
く
、
仙
気
稲
荷
社
に
蜜
し
、
ひ
ろ
き
一
筋
道
を
歩
み
て
砂
村
八
幡
宮
の
祠
後
に
出
で
た
れ
ば
、
枯
藍
の
間
の
小
径
を
た
ど
り
て
祠
前
に
至
り
池
の
ほ
と
り
に
憩
ふ
、
此
辺
人
家
少
く
見
渡
す
か
ぎ
り
枯
藍
の
寒
風
に
そ
よ
ぐ
の
み
な
り
、
臼
は
既
に
暮
れ
か
A
り
し
故
来
路
を
歩
み
て
豊
平
橋
に
出
で
電
車
に
乗
る
、
銀
座
食
堂
に
て
夕
飯
を
食
し
家
に
帰
ら
む
と
す
る
に
、
尾
張
町
四
辻
に
人
多
く
停
立
み
て
、
朝
日
新
聞
社
楼
上
に
仕
掛
け
た
る
電
光
報
知
を
見
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
リ
此
日
正
午
頃
韓
入
爆
弾
を
桜
田
門
外
に
投
じ
た
る
事
件
、
及
犬
飼
内
閣
総
辞
職
の
事
な
り
、
（
1
）
〔
「
犬
飼
内
閣
」
〕
犬
養
内
閣
昭
和
七
（
｝
九
三
二
）
年
。
一
月
廿
五
日
、
晴
れ
て
ま
た
曇
る
、
午
前
執
筆
、
午
後
中
洲
に
往
く
、
そ
れ
　
よ
り
電
車
に
て
柳
島
に
至
る
、
街
上
鋼
処
議
員
選
挙
の
張
紙
あ
り
て
、
朴
春
　
琴
と
い
ふ
人
の
名
目
に
つ
き
ぬ
、
妙
見
堂
塀
外
の
道
路
は
な
く
な
り
、
料
理
　
屋
橋
本
の
家
も
亦
な
し
、
押
上
の
川
岸
左
右
と
も
道
路
と
な
り
、
物
揚
場
に
　
貧
民
の
掘
の
群
を
な
し
て
遊
ぶ
さ
ま
二
十
年
の
む
か
し
に
異
ら
ず
、
東
成
電
　
箪
に
乗
り
四
ツ
木
橋
に
至
り
、
歩
み
て
玉
ノ
井
で
乗
合
自
働
車
に
て
浅
草
に
　
至
り
、
銀
廃
に
鉢
し
て
帰
る
、
昭
和
十
（
】
九
三
六
）
年
・
七
月
二
十
碍
。
陰
。
暑
気
や
A
忍
び
や
す
く
な
れ
り
。
今
日
よ
り
二
十
園
日
　
ま
で
毎
夜
点
燈
を
禁
ぜ
ら
る
。
晩
食
の
後
門
を
出
る
に
街
街
既
に
消
さ
れ
、
　
黄
色
の
制
撮
着
た
る
も
の
手
丸
提
灯
を
携
へ
、
三
四
人
ヅ
＼
一
組
に
な
り
、
　
人
家
の
二
階
な
ど
に
燈
影
見
ゆ
る
時
は
大
声
に
明
い
そ
く
と
呼
立
つ
る
な
i6
り
。
電
車
に
て
浅
草
に
到
り
そ
れ
よ
り
円
タ
ク
を
構
ひ
、
玉
の
井
を
見
歩
き
、
銀
座
に
出
づ
。
劇
場
活
動
小
屋
は
八
時
頃
に
戸
を
閉
し
た
り
と
云
ふ
。
〔
以
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
け
　
行
弱
抹
消
。
以
下
行
間
補
〕
朝
鮮
人
暗
夜
に
乗
じ
暴
動
を
起
す
や
の
流
言
頻
な
り
〔
以
上
補
〕
（
3
）
〔
以
下
こ
の
田
最
後
ま
で
〕
〔
本
文
に
続
け
て
組
入
れ
〕
一
九
一
H
　
（
大
正
十
）
年
六
月
二
田
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
四
日
に
撫
え
て
、
新
た
に
　
九
三
二
く
瑠
和
七
）
年
十
月
三
鴇
、
　
一
九
g
e
O
　
（
昭
和
十
五
）
年
十
月
十
八
日
、
　
　
九
週
購
（
昭
和
十
九
）
年
八
月
四
日
の
そ
れ
ぞ
れ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
新
た
に
加
え
る
各
々
の
日
条
の
呉
体
的
な
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
大阪外困語大学論集第26号（2002年）
こ
れ
ら
の
日
条
に
よ
っ
て
、
日
本
在
住
朝
鮮
入
の
政
治
行
動
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
日
本
在
住
朝
鮮
人
の
政
治
行
動
は
、
基
本
的
に
田
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
を
め
ぐ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
反
鰐
し
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
自
然
発
生
的
個
人
的
暴
力
行
為
、
自
覚
的
集
國
行
動
、
さ
ら
に
は
、
門
韓
人
爆
弾
を
桜
田
門
外
に
投
じ
た
る
事
件
」
、
す
な
わ
ち
桜
田
門
事
件
の
李
奉
昌
の
よ
う
に
t
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
大
権
を
有
す
る
天
皇
に
戴
す
る
暗
殺
未
遂
事
件
ま
で
お
こ
し
て
い
る
も
の
も
い
る
。
他
方
、
日
本
の
植
民
地
支
配
を
支
持
し
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
朴
春
琴
の
よ
う
に
日
本
国
内
で
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
、
選
出
さ
れ
て
、
官
憲
と
癒
着
し
て
私
利
私
欲
を
追
求
し
な
が
ら
、
国
会
で
e
s
　
r
m
対
日
協
力
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
第
二
章
永
井
荷
風
の
認
識
第
一
節
　
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
朝
鮮
罠
族
の
独
立
に
対
す
る
認
識
　
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
朝
鮮
民
族
の
独
立
に
対
す
る
永
井
荷
風
の
認
識
を
あ
ら
わ
す
礒
条
は
、
す
で
掲
載
し
た
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
三
月
十
日
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
　
十
月
初
三
。
溝
暑
夏
六
湾
の
如
く
騨
雨
屡
来
る
。
夜
銀
塵
に
鉢
す
。
夕
刊
の
　
新
聞
紙
を
見
る
に
府
下
の
町
村
東
点
市
へ
金
併
の
記
事
お
よ
び
満
洲
外
交
問
　
題
の
記
事
紙
面
を
う
つ
む
。
余
窃
に
思
ふ
に
英
国
は
世
界
到
る
処
に
領
地
を
　
有
す
。
然
る
に
今
日
吾
国
が
満
洲
占
領
の
野
心
あ
る
を
喜
ば
ざ
る
は
奇
怪
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ロ
　
至
と
い
ふ
べ
き
な
り
。
〔
此
問
二
行
弱
切
取
）
り
平
和
に
托
す
る
は
偽
善
の
甚
　
し
き
も
の
な
り
。
弱
肉
は
畢
覚
強
者
の
食
た
る
に
過
き
ず
。
国
家
は
国
家
と
　
し
て
悪
を
な
さ
ざ
れ
ば
立
つ
こ
と
難
く
一
燗
人
は
一
個
入
と
し
て
罪
悪
を
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ロ
　
さ
ゾ
れ
ば
生
存
す
る
事
能
は
ざ
る
な
り
。
之
を
思
へ
ば
入
生
は
悲
し
む
べ
き
　
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
つ
ら
く
天
地
問
の
物
象
を
観
る
に
弱
者
の
肉
必
し
　
も
強
者
の
食
な
ら
ず
。
猫
と
鼠
と
は
嗣
じ
き
家
に
在
り
と
錐
鼠
は
常
に
能
く
　
繁
殖
し
て
尽
き
ざ
る
な
り
。
深
山
幽
谷
に
は
鷹
あ
り
鷲
あ
れ
ど
も
燕
雀
は
猶
　
能
く
嬉
戯
す
る
事
を
得
る
な
り
。
都
会
の
喧
騒
に
馴
れ
電
線
に
群
棲
し
人
家
　
の
残
飯
に
腹
を
満
す
は
雀
の
能
く
す
る
所
に
し
て
猛
鳥
の
学
ぶ
事
能
は
ざ
る
　
所
な
り
。
猛
鳥
に
し
て
　
た
び
深
山
を
出
で
M
人
里
に
来
ら
ば
忽
餌
な
き
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
の
ロ
　
至
る
べ
く
燕
雀
は
人
家
の
軒
に
潜
ん
で
始
て
安
全
な
る
事
を
得
る
な
り
。
天
　
地
間
の
生
物
は
各
其
処
を
得
て
始
め
て
安
恭
な
り
。
弱
肉
必
し
も
強
者
の
食
17
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な
ら
ず
。
（7
）
A　　A　　　Pt1098
　　　　　　星
昭
和
十
五
　
ナ
月
十
八
日
。
　
何
や
ら
赤
き
き
れ
の
閃
く
を
見
る
。
　
の
腰
巻
か
と
見
る
に
さ
に
あ
ら
ず
、
　
の
旗
と
日
の
丸
の
旗
と
を
其
門
に
立
て
た
る
な
り
。
　
〈
中
略
V
　
此
の
子
も
近
頃
は
日
本
の
学
童
と
交
る
や
う
に
な
り
て
我
家
の
門
前
に
て
球
　
　
　
　
　
　
ハ
ヒ
　
　
投
を
な
し
行
儀
甚
わ
る
く
な
れ
り
。
〔
此
間
十
六
行
強
切
取
。
以
下
欄
外
補
〕
　
日
本
人
の
教
育
を
受
く
れ
ば
人
皆
野
卑
粗
暴
と
な
る
こ
と
此
実
例
に
て
も
明
　
な
り
余
が
日
本
人
の
支
那
朝
鮮
に
進
出
す
る
こ
と
を
好
ま
ざ
る
は
悪
し
き
影
　
響
を
姫
西
亜
洲
の
他
邦
入
に
及
す
こ
と
を
恐
る
A
が
故
な
り
〔
以
上
補
〕
夜
　
芝
口
の
酒
亭
金
兵
衛
に
至
り
て
銚
す
。
〈
後
略
〉
　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ザ
　
〔
欄
外
朱
書
〕
昭
和
七
年
暗
殺
団
首
魁
井
上
橘
出
獄
　
（
2
）
〔
以
下
「
こ
れ
鄭
家
の
」
ま
で
〕
赤
き
布
片
の
ひ
ら
め
く
を
見
る
。
女
の
腰
巻
か
　
　
　
と
思
ふ
に
さ
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
都
家
の
　
（
1
）
〔
以
下
門
夜
芝
口
の
隔
ま
で
〕
行
儀
甚
わ
る
く
な
れ
り
。
日
本
人
の
教
育
を
受
く
　
　
　
れ
ば
野
卑
無
礼
と
な
る
こ
と
此
実
例
に
て
も
明
な
り
。
余
が
a
n
本
人
の
支
那
朝
　
　
　
鮮
に
進
出
す
る
こ
と
を
娃
ま
ざ
る
は
悪
し
き
影
響
を
亜
細
亜
洲
の
他
邦
人
に
及
　
　
　
ぼ
す
こ
と
を
恐
る
A
が
故
な
り
。
夜
芝
口
の
〔「
（此
間
二
行
弱
切
取
〕
り
平
鵜
に
托
す
る
は
」
〕
然
り
と
錐
日
本
人
の
為
す
処
も
亦
正
し
か
ら
ず
。
二
十
年
莇
日
本
入
は
既
に
朝
鮮
を
其
領
地
と
な
し
今
巳
更
に
満
洲
を
併
呑
せ
む
と
す
る
は
朧
を
得
て
蜀
を
墾
む
も
の
な
り
。
名
を
仁
義
に
仮
り
平
鵜
に
托
す
る
は
Q
能
は
ざ
る
な
り
。
」
〕
能
は
ず
。
〔
門
悲
し
む
べ
き
も
の
な
り
。
」
〕
悲
し
む
べ
き
も
の
。
〔f天
地
間
の
生
物
は
b
天
地
の
生
物
　
（l
九
四
〇
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
陰
。
午
後
落
葉
掃
か
む
と
て
庭
に
出
る
に
門
外
の
木
の
間
に
　
戸
2
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
此
間
約
八
字
切
取
。
以
下
行
間
補
〕
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
上
補
］
こ
れ
都
家
の
填
国
人
ナ
チ
ス
（
2
）
〔
以
肇
こ
の
朱
書
〕
宏
○
月
一
七
繍
の
本
文
に
続
け
て
二
行
割
注
記
で
緩
入
れ
〕
昭
稲
十
九
　
（
l
九
照
四
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヰ
リ
　
八
月
初
⑳
。
南
瓜
の
蔓
塀
よ
り
屋
根
に
遣
上
り
唐
も
ろ
こ
し
の
穂
の
風
に
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
よ
げ
る
さ
ま
立
秋
の
近
き
を
知
ら
し
む
。
蔵
書
を
曝
す
べ
き
日
な
れ
ど
今
年
　
は
い
つ
兵
火
に
焼
か
る
A
や
知
れ
ず
と
思
へ
ば
座
右
の
も
の
少
し
ば
か
り
　
ハ
ヨ
リ
　
曝
し
て
止
み
ぬ
。
明
治
の
文
化
も
遠
か
ら
ず
滅
亡
す
る
も
の
と
思
へ
ば
何
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
さ
ロ
　
を
な
す
元
気
さ
へ
な
し
。
唯
絶
望
落
胆
愛
惜
の
悲
し
み
に
打
た
る
A
の
み
。
　
日
本
人
の
過
去
を
見
て
思
ふ
に
日
本
の
文
化
は
海
外
思
想
の
感
化
を
受
け
た
　
る
時
に
の
み
発
展
せ
し
な
り
。
仏
教
の
盛
な
り
し
奈
良
朝
の
如
き
儒
教
の
盛
　
　
　
　
ハ
ア
い
　
な
り
し
江
戸
時
代
西
洋
文
化
を
輸
入
せ
し
明
治
蒔
代
の
如
き
皆
こ
れ
を
謹
す
　
る
も
の
な
ら
ず
や
。
海
外
思
想
の
感
化
衰
ふ
る
時
は
m
本
国
内
は
必
兵
馬
倥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
き
ロ
　
偬
の
地
と
な
る
な
り
。
戦
乱
を
好
む
事
は
こ
の
国
民
の
特
質
な
る
べ
し
。
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
リ
　
和
を
重
じ
た
る
江
戸
時
代
に
於
て
戦
争
を
な
す
事
能
は
ざ
る
時
都
会
に
て
は
　
消
火
入
夫
噸
の
争
闘
あ
り
。
地
方
の
村
邑
に
は
博
徒
の
喧
嘩
絶
る
暇
な
し
。
　
こ
の
度
の
戦
争
は
其
原
因
遠
く
西
郷
南
洲
の
征
韓
論
に
萌
芽
せ
し
も
の
と
屍
　
る
も
過
に
は
非
ら
ざ
る
べ
し
。
晒
下
混
堂
に
浴
し
て
後
夕
涼
か
た
ノ
＼
市
中
　
民
家
取
払
の
跡
を
見
む
と
て
電
車
に
て
ま
つ
浅
草
雷
門
に
至
る
に
、
暮
方
の
　
空
猶
明
け
れ
ば
六
月
十
五
日
夜
と
も
思
は
る
ン
円
き
月
薄
赤
き
色
を
な
し
対
　
岸
枕
橋
の
上
に
登
ら
ん
と
せ
り
。
〈
後
賂
〉
　
（
4
）
Q
屋
根
に
這
上
り
」
〕
崖
根
に
繋
ぢ
　
（
5
）
〔
雪
曝
す
べ
き
鶏
」
曝
す
べ
き
時
節
　
（
6
）
〔
以
下
「
感
化
を
受
け
た
る
時
」
ま
で
）
過
去
を
顧
る
に
日
本
の
文
化
は
海
外
思
　
　
　
想
の
感
化
を
受
く
る
間
　
（
t
－
）
　
｛
「
江
戸
時
代
」
）
江
戸
時
代
の
如
き
、
18
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｛
r
こ
の
国
民
の
」
〕
此
国
の
（
9
）
〔
以
下
「
非
ら
ざ
る
べ
し
」
ま
で
〕
能
は
ざ
り
し
江
戸
時
代
に
於
て
す
ら
、
都
会
　
　
に
は
消
火
人
夫
の
争
閣
あ
り
。
村
邑
に
は
博
徒
の
喧
瞳
絶
え
ざ
り
き
。
こ
の
度
　
　
の
戦
争
は
其
原
壌
遠
く
西
郷
南
洲
の
征
韓
論
に
萌
芽
せ
し
も
の
と
見
る
も
大
過
　
　
な
か
る
べ
し
。
　
こ
れ
ら
の
日
条
に
よ
っ
て
、
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
と
朝
鮮
民
族
の
独
立
に
鰐
す
る
永
井
荷
風
の
認
識
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
永
井
荷
風
は
、
一
貫
し
て
u
r
本
の
植
民
地
支
配
に
反
対
す
る
と
と
も
に
朝
鮮
民
族
の
国
家
的
独
立
を
支
持
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
罠
族
は
本
来
民
族
と
し
て
自
由
で
あ
り
、
民
族
国
家
樹
立
の
民
族
自
決
権
を
有
し
て
い
る
、
し
か
し
、
日
本
の
植
畏
地
支
配
は
朝
鮮
民
族
を
暴
力
的
に
抑
圧
し
、
こ
の
自
淺
と
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
、
し
か
も
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
侵
略
植
民
地
支
配
は
、
中
国
「
満
州
扁
侵
略
戦
争
、
中
圏
本
土
侵
略
戦
争
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
侵
略
戦
争
と
続
く
一
連
の
侵
略
戦
争
の
根
源
で
も
あ
る
。
第
二
節
　
厩
本
在
住
朝
鮮
人
の
社
会
経
済
生
濤
と
政
治
行
動
に
対
す
る
認
識
　
u
r
本
在
住
朝
鮮
人
の
社
会
経
済
生
活
と
政
治
行
動
に
鰐
す
る
永
井
荷
風
の
認
識
を
示
す
日
条
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
掲
載
し
た
日
条
、
す
な
わ
ち
、
1
九
l
l
l
（大
正
十
）
年
六
月
二
日
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
一
月
八
日
、
一
九
三
三
（昭
和
八
）
年
十
一
月
六
β
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
四
月
十
三
日
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
一
月
二
十
八
日
、
　
1
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
四
日
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ら
の
日
条
に
よ
っ
て
’
永
井
荷
風
の
鷺
本
在
住
朝
鮮
入
の
社
会
経
済
生
活
と
政
治
行
動
に
鰐
す
る
認
識
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
ヨ
本
在
住
朝
鮮
入
の
存
在
は
、
そ
の
多
く
は
日
本
に
よ
る
朝
鮮
植
民
地
支
配
の
結
果
、
日
本
に
来
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
つ
い
で
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
朝
鮮
人
が
受
け
て
い
る
桂
会
経
済
生
活
上
の
困
窮
と
境
遇
に
対
し
て
深
い
嗣
情
と
思
い
や
り
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
受
け
て
い
る
日
本
宮
民
に
よ
る
差
別
、
偏
見
、
虐
待
な
ど
に
強
く
憤
慨
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
在
住
朝
鮮
人
の
田
本
の
植
民
地
支
配
に
反
対
す
る
政
治
行
動
に
対
し
て
注
目
、
賛
同
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
在
住
朝
鮮
人
の
う
ち
、
国
会
議
員
と
な
り
、
あ
る
い
は
日
本
官
憲
と
結
託
し
て
不
正
義
、
私
利
私
欲
を
追
い
求
め
る
者
に
対
し
て
は
、
き
び
し
い
非
難
と
軽
蔑
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
第
三
章
　
永
井
荷
風
の
行
動
　
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
永
弁
荷
風
の
行
動
は
、
日
本
在
住
朝
鮮
人
と
の
個
入
的
交
流
・
交
際
で
あ
る
。
こ
の
交
流
・
交
際
を
示
す
日
条
は
、
す
で
に
掲
載
し
た
日
条
、
す
な
わ
ち
、
　
九
二
六
（
大
正
ナ
五
）
年
十
月
一
日
、
一
九
三
八
（昭
和
十
三
）
年
十
月
二
十
六
日
、
一
九
g
e
o
　
（
昭
鵜
牽
五
）
e
e
l
l
l
月
十
1
l
日
、
一
九
騰
五
（
昭
和
二
十
）
年
七
月
牽
八
日
に
加
え
て
、
一
九
二
六
（大
圧
十
五
）
年
十
月
十
1
　
u
r
、
岡
十
一
月
ナ
一
臼
t
　
1
九
l
l
九
　
（
昭
和
四
）
年
　
月
三
環
、
　
一
九
王
○
（
昭
和
五
）
年
三
月
工
十
五
碍
、
　
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
〉
年
三
月
十
澱
日
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
十
工
月
十
八
日
、
一
九
四
19
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四
（昭
和
十
九
）
年
六
月
十
二
6
、
同
九
月
三
霞
、
　
一
九
闘
蓋
（
昭
和
二
十
）
年
三
月
二
十
日
の
各
々
の
臼
条
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
新
た
に
加
え
る
a
s
条
の
具
体
的
記
述
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
正
十
五
（
㎝
九
二
六
）
年
　
十
月
十
一
田
。
曇
り
て
風
な
し
。
〈
中
略
〉
此
夜
太
誘
に
て
浅
利
生
と
盃
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ヤ
　
交
は
し
ゐ
る
中
、
高
伯
令
息
来
り
、
出
中
総
一
郎
亦
来
る
。
帝
国
劇
場
の
山
　
本
久
三
郎
、
子
爵
牧
国
氏
、
高
田
某
氏
亦
来
る
に
会
ふ
。
〈
後
略
〉
　
（
r
－
－
）
　
｛
r
帝
国
劇
場
の
」
〕
帝
国
劇
場
支
配
人
大
圧
十
五
　
（
】
九
　
j
l
六
）
　
細
ヰ
　
十
l
月
十
一
饅
。
曇
天
。
夜
太
諺
に
鉢
す
。
高
伯
、
谷
岡
、
生
田
の
三
子
来
る
。
昭
和
四
　
（
1
九
二
九
）
年
　
正
月
初
三
　
晴
れ
た
れ
ど
寒
気
甚
し
け
れ
ば
薄
中
に
在
り
て
列
子
を
読
み
、
　
午
に
至
り
て
起
き
出
で
ぬ
、
午
後
短
篇
小
説
片
お
も
ひ
の
藁
を
脱
す
、
昏
黒
　
三
番
町
を
訪
ひ
初
更
家
に
帰
ら
む
と
す
る
時
高
伯
撫
象
の
二
子
来
る
、
人
丸
　
栄
龍
の
二
妓
を
招
ぎ
飲
む
で
夜
半
に
至
る
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
　
三
月
廿
五
日
　
軽
陰
、
午
後
中
洲
に
往
き
銀
座
に
一
茶
し
て
僻
東
氏
と
款
晒
　
す
、
お
葉
既
に
女
給
を
や
め
訪
来
る
に
会
ふ
、
吉
代
紫
の
コ
ー
ト
着
た
る
姿
　
良
家
の
新
夫
人
の
如
し
、
夜
番
街
に
牲
く
、
大
島
岩
谷
高
の
三
氏
来
る
、
昭
釈
十
五
2
九
四
〇
）
年
　
三
月
十
四
蕪
。
晴
。
薄
暮
猪
場
平
井
の
二
氏
と
浅
草
に
会
し
、
オ
ペ
ラ
館
終
　
演
後
踊
子
国
毎
美
津
江
の
往
め
る
浅
草
ハ
ウ
ス
三
階
の
室
に
至
る
。
帰
途
地
　
　
　
　
　
　
　
な
ご
　
下
鉄
に
て
偶
然
女
優
つ
く
ば
及
其
情
人
某
に
逢
ふ
。
帰
宅
後
読
書
未
明
に
及
　
ぶ
。
　
（
2
）
　
（
「
女
優
つ
く
ば
及
其
情
人
某
」
〕
女
優
筑
波
及
其
情
夫
某
昭
和
十
八
（
】
九
四
三
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ロ
　
牽
1
l
月
十
八
日
。
晴
。
道
源
寺
の
庭
に
梅
も
ど
き
花
よ
り
紅
に
蝋
梅
の
蕾
ふ
　
　
　
　
　
ク
　
　
コ
　
v
ら
み
梅
杞
の
実
熟
し
た
り
。
夜
菅
原
氏
来
り
金
乗
旭
と
い
ふ
朝
鮮
青
年
の
　
ハ
さ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
フ
い
　
詩
稿
を
示
し
て
其
序
を
請
は
る
。
十
時
過
菅
原
氏
去
り
て
後
金
氏
の
稿
を
　
　
読
し
て
序
文
を
草
す
。
　
　
　
詩
集
馬
の
著
者
金
氏
に
は
わ
た
く
し
は
ま
だ
会
つ
た
こ
と
は
な
い
。
然
　
　
　
し
友
人
菅
原
明
朗
氏
か
ら
屡
著
者
の
詩
才
に
つ
い
て
語
り
き
か
さ
れ
て
　
　
　
ゐ
る
。
金
氏
は
年
猶
三
十
に
翌
ら
な
い
。
夙
に
郷
国
を
出
で
日
本
に
来
　
　
　
つ
て
／
＼
、
大
学
の
業
を
卒
へ
今
職
を
r
、
r
に
奉
じ
専
故
国
伝
説
の
　
　
　
調
査
に
従
事
し
て
ゐ
る
。
頃
日
日
本
語
を
以
て
作
ら
れ
た
詩
篇
を
集
め
　
　
　
此
を
公
刊
す
る
に
臨
み
特
に
わ
た
く
し
の
一
書
を
得
て
巻
首
に
掲
げ
た
　
　
　
い
と
言
つ
て
ゐ
ら
れ
る
さ
う
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
菅
原
氏
か
ら
其
詩
　
　
　
稿
を
受
け
て
一
読
し
た
。
金
氏
の
鷺
本
語
を
以
て
し
た
詩
篇
に
は
措
辞
　
　
　
用
語
の
猶
洗
練
せ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
の
あ
る
に
係
ら
ず
；
硯
し
て
直
に
　
　
　
其
の
情
緒
の
純
真
に
し
て
著
し
く
音
楽
的
た
る
こ
と
を
感
じ
た
。
ま
た
　
　
　
直
に
一
種
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
悲
愁
憂
悶
寂
蓼
の
気
昧
の
凄
然
と
し
て
人
　
　
　
を
動
す
カ
の
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
金
氏
の
幻
想
に
は
わ
た
く
し
の
見
20
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星星星
る
と
こ
ろ
曝
野
を
望
む
北
方
の
哀
愁
に
富
ん
で
ゐ
る
が
、
人
を
酔
は
す
南
方
の
魅
力
は
稽
少
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
金
氏
は
わ
た
く
し
の
所
感
に
首
肯
さ
れ
る
か
。
ど
う
で
あ
ら
う
。
姑
く
こ
れ
を
書
し
て
序
と
な
す
。
　
　
昭
和
十
八
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
五
翁
永
井
荷
風
識
｛r花
よ
り
紅
に
」
〕
赤
く
cr詩
稿
」
〕
詩
集
〔以
下
こ
の
日
最
後
ま
で
〕
〔
ナ
シ
〕
昭
和
K
（
1
九
四
四
）
年
　
六
月
十
二
日
。
く
も
り
て
蒸
暑
し
。
午
後
富
豪
筏
崎
氏
三
田
一
丁
目
邸
宅
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
　
応
接
闘
を
借
り
冬
の
窓
演
奏
会
を
催
す
。
こ
の
家
の
令
嬢
洋
琴
家
野
辺
地
氏
　
の
門
人
な
れ
ば
な
り
。
聴
衆
十
≡
l
l
人
皆
菅
原
君
の
知
る
入
な
り
。
五
時
頃
　
会
終
る
。
菅
原
霧
と
共
に
東
中
野
な
る
ア
パ
ー
ト
に
至
り
夕
飯
の
馳
走
に
な
　
る
。
鄭
室
の
邑
里
婦
人
彫
刻
家
某
子
金
乗
旭
氏
等
と
款
語
す
。
夜
牽
時
過
辞
　
し
て
か
へ
る
。
此
日
演
奏
会
席
上
に
て
若
き
独
逸
入
某
氏
に
紹
介
せ
ら
る
。
　
日
本
文
学
を
研
究
し
余
が
旧
作
す
み
だ
川
を
独
逸
語
に
翻
訳
し
た
し
と
言
へ
　
り
。
　
（
“
‘
）
　
（
以
下
こ
の
日
最
後
ま
で
〕
令
嬢
野
辺
地
氏
門
人
な
れ
ば
な
り
。
ピ
ア
ノ
は
巴
　
　
　
里
ヱ
ラ
ー
ル
会
社
製
品
。
聴
客
十
四
五
人
。
大
半
は
菅
原
氏
の
知
人
な
り
。
中
　
　
　
に
独
乙
の
青
年
あ
り
。
日
本
語
を
よ
く
す
。
余
が
照
作
す
み
だ
川
を
翻
訳
し
た
　
　
　
し
と
雷
へ
り
。
五
晴
頃
会
終
る
。
菅
原
銭
と
共
に
東
中
野
の
ア
パ
ー
ト
に
至
る
。
　
　
　
夕
飯
を
饗
せ
ら
る
。
隣
室
の
仏
蘭
西
婦
人
o
金
乗
旭
氏
。
彫
刻
家
某
氏
等
来
り
会
　
　
　
す
。
夜
十
時
帰
宅
。
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
　
九
月
初
三
。
日
中
残
暑
甚
し
。
鋪
下
金
乗
想
来
話
。
夜
明
月
咬
々
た
り
。
独
り
江
戸
見
坂
を
歩
す
鴨
（
H
）
　
c
以
下
こ
の
日
最
後
ま
で
〕
　
　
月
絞
々
。
日
曜
日
。
残
暑
蓑
し
。
哺
下
金
乗
旭
氏
来
話
。
夜
明
昭
和
二
牽
（
一
九
四
五
）
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ソ
　
三
月
二
十
段
、
晴
、
午
に
近
く
小
堀
四
郎
氏
自
転
車
に
て
来
り
事
態
愈
切
迫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ね
　
し
た
り
、
幸
に
し
て
甚
都
人
自
家
用
自
働
車
と
貨
物
自
働
華
と
に
家
財
を
積
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
ヤ
　
載
せ
信
州
上
諏
訪
茅
野
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
避
難
の
支
度
中
な
れ
ば
、
小
堀
氏
　
も
妻
子
を
伴
ひ
其
華
に
乗
り
お
そ
く
も
此
月
末
ま
で
に
東
京
を
去
る
つ
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
り
　
な
り
、
余
に
も
東
京
に
未
練
を
残
さ
ず
共
に
避
難
せ
よ
、
汽
車
に
は
最
早
や
　
乗
り
難
し
、
若
し
こ
の
機
会
を
逸
す
る
時
は
遠
か
ら
ず
東
京
に
て
餓
死
せ
ず
　
ば
焼
死
す
る
よ
り
外
に
道
な
か
る
べ
し
と
言
ひ
、
手
を
取
ら
ぬ
ば
か
り
に
説
　
き
す
A
め
ら
れ
た
り
、
午
後
菅
原
氏
を
訪
ひ
小
堀
氏
の
事
を
告
げ
わ
が
身
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
リ
　
処
置
を
問
ふ
、
菅
原
氏
は
既
に
川
越
に
近
き
志
木
町
の
ほ
と
り
に
避
難
す
べ
　
き
家
を
借
り
置
た
れ
ば
万
一
の
際
に
は
車
を
た
よ
ら
ず
徒
歩
し
て
行
く
心
な
　
り
と
言
ふ
、
余
は
老
病
の
身
の
貨
物
自
動
車
に
ゆ
ら
れ
遠
路
を
疾
走
す
べ
き
　
体
力
な
き
を
知
れ
り
、
縦
令
入
に
手
を
引
か
れ
扶
け
ら
る
A
と
も
徒
歩
す
る
　
に
若
か
じ
と
思
ひ
’
小
堀
氏
の
厚
意
を
辞
す
る
こ
と
に
次
意
し
、
折
か
ら
来
　
　
　
　
　
ハ
け
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　
合
せ
た
る
金
氏
と
共
に
出
で
A
夜
ナ
一
時
寓
居
に
か
へ
る
、
半
輪
の
月
空
に
　
在
り
’
　
（
6
）
〔
「
小
堀
四
郎
氏
」
〕
小
堀
繭
伯
　
（
t
’
－
）
　
（
r
自
家
用
自
働
車
と
貨
物
自
働
車
b
自
家
用
自
動
車
と
貨
物
翔
動
車
　
（
o
o
）
　
｛
r
小
掘
残
ヒ
画
伯
　
（
9
）
　
（
r
最
早
や
乗
り
難
し
、
」
］
早
晩
乗
り
難
か
る
べ
し
。
　
（
1
0
）
〔
門
志
木
町
」
〕
志
木
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（
：
）　
｛
「
金
氏
」
〕
某
賃
（1
2
）
　
（
「
寓
居
」
〕
寓
舎
　
こ
れ
ら
の
日
条
に
よ
っ
て
、
永
井
荷
風
の
鷺
本
在
注
朝
鮮
入
と
の
交
流
．
交
際
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
r
r
本
在
住
朝
鮮
人
に
鰐
し
て
永
井
荷
風
が
’
伯
爵
か
ら
い
わ
ば
無
名
の
芸
入
、
詩
人
な
ど
に
い
た
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
階
層
の
人
々
と
知
人
、
顔
見
知
り
と
な
り
’
交
流
、
交
際
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
っ
て
い
る
’
そ
し
て
階
が
く
だ
る
に
つ
れ
て
無
名
の
俳
優
、
詩
入
な
ど
と
の
日
常
的
な
接
触
、
つ
き
あ
い
が
多
く
な
り
、
深
く
な
っ
て
い
っ
て
い
る
。
お
わ
り
に
　
こ
れ
ま
で
、
永
井
荷
風
の
日
記
「
断
腸
亭
日
乗
」
に
つ
い
て
、
主
に
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
問
題
に
関
す
る
記
述
を
分
析
し
て
き
た
。
　
そ
の
さ
い
’
ま
ず
、
こ
の
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
文
献
が
従
来
数
多
く
出
版
．
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
’
本
稿
で
は
ど
の
文
献
を
分
析
対
象
と
す
べ
き
か
を
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
岩
波
書
店
出
版
の
第
二
次
『
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
霞
乗
』
を
基
本
文
献
と
し
、
中
央
公
論
社
出
版
の
　
i
f
荷
風
全
集
』
所
収
の
『
断
腸
亭
日
乗
』
も
参
照
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
つ
い
で
こ
れ
ら
の
文
献
に
も
と
つ
い
て
、
N
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
醍
問
題
に
関
す
る
記
述
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
歴
史
的
社
会
的
事
象
、
永
井
荷
風
魑
人
の
認
識
と
行
動
に
つ
い
て
、
多
く
の
主
題
が
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
認
述
の
主
題
と
内
容
は
、
こ
れ
を
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
問
題
を
考
え
、
研
究
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い
の
主
題
や
内
容
と
勘
案
す
れ
ば
、
主
題
は
そ
れ
に
不
可
欠
な
も
の
を
対
象
に
し
て
い
る
。
内
容
は
’
主
題
に
よ
っ
て
は
不
十
分
な
も
の
も
あ
る
が
、
有
意
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
し
た
が
っ
て
永
井
荷
風
の
日
記
燃
断
腸
亭
日
乗
」
は
、
β
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
昆
地
支
配
問
題
の
記
述
か
ら
み
て
も
、
す
ぐ
れ
た
n
m
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
換
言
す
れ
ば
、
永
井
荷
風
の
日
記
州
断
腸
亭
濤
乗
」
は
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
植
民
地
支
配
問
題
を
考
え
、
研
究
す
る
ば
あ
い
に
お
い
て
も
、
貴
重
な
史
料
・
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
註は
じ
め
に
（1
）
こ
れ
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
評
価
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
荷
風
の
鼠
配
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
孤
独
無
頼
の
境
に
身
を
お
い
て
典
雅
な
文
体
の
な
か
に
世
権
入
心
の
変
遷
推
移
を
観
察
し
、
浪
漫
的
感
概
を
託
し
た
独
自
の
も
の
で
、
荷
風
の
小
説
の
亡
び
る
日
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
鶏
記
は
残
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
。
そ
の
点
、
藤
原
定
家
の
「明
月
記
」
に
匹
敵
す
る
。
」
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）
（臼
井
吉
見
『
臼
井
吉
見
評
論
集
戦
後
騙
（
第
九
巻
）
筑
摩
書
房
、
一
九
六
穴
年
刊
、
十
六
ペ
ー
ジ
）
あ
る
い
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
評
価
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
大
正
六
年
九
月
十
六
ヨ
に
門
秋
雨
連
臼
、
さ
な
が
ら
梅
雨
の
如
し
。
夜
壁
上
の
書
幅
を
掛
け
替
う
。
ー
」
で
始
ま
っ
た
断
腸
亭
日
乗
は
昭
和
珊
四
年
四
月
廿
九
日
に
至
っ
て
、
「
祭
日
。
隆
。
」
で
蛾
蝿
四
十
三
年
に
わ
た
る
長
い
ぺ
ー
ジ
を
醗
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
間
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
日
本
成
金
時
代
か
ら
大
正
十
二
年
の
醐
東
大
震
災
、
昭
和
初
頭
の
財
界
大
恐
慌
時
代
を
経
て
日
支
事
攣
、
や
が
て
第
二
次
世
界
大
職
に
突
入
し
て
敗
戦
、
そ
し
て
有
史
以
爽
未
曹
有
の
混
鼠
ー
…
と
、
起
伏
攣
轄
極
ま
り
な
き
世
相
の
推
移
は
、
先
生
の
麗
筆
に
よ
っ
て
遺
憾
な
く
描
写
さ
れ
て
絵
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
こ
と
に
断
腸
亭
臼
乗
こ
そ
’
わ
が
國
資
記
文
學
の
最
高
峰
を
ゆ
く
も
の
と
穂
し
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
」
（相
礎
凌
霜
門
永
井
荷
風
日
記
の
栞
幅
〔
永
井
荷
風
碍
記
第
七
巻
附
録
〕
東
都
書
房
、
一
九
置
九
年
刊
、
　
ペ
ー
ジ
〉
こ
れ
に
つ
い
て
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
評
価
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
遍
迫
し
た
戦
時
下
の
生
活
、
こ
と
に
窒
襲
・
罹
災
な
ど
で
劉
底
、
日
記
な
ど
を
つ
け
て
い
る
余
裕
が
な
さ
そ
う
に
想
像
し
て
い
た
環
境
の
下
で
」
コ
流
の
文
化
人
で
あ
っ
て
も
l
庶
民
と
し
て
の
日
常
生
活
を
こ
ま
ご
ま
と
綴
っ
た
永
井
荷
風
の
『
断
腸
亭
日
乗
詮
「
が
、
蒋
問
的
帳
と
観
察
の
精
密
性
に
お
い
て
第
　
級
の
名
に
値
す
る
と
思
う
。
」
（家
・
氷
三
郎
『
太
平
洋
u
戦
一
争
・
　
筆
叩
二
版
3
　
p
a
波
書
店
、
　
　
九
八
六
年
刊
、
　
四
一
岡
【
ペ
ー
ジ
）
あ
る
い
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
評
価
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
こ
こ
十
年
近
く
、
明
漁
末
期
か
ら
昭
和
初
期
へ
と
移
っ
て
い
v
長
編
小
説
を
書
い
て
い
る
の
で
、
永
井
荷
風
の
碗
断
腸
亭
日
乗
軸
を
座
右
の
書
と
し
て
、
し
ば
し
ば
目
を
通
し
て
き
た
。
そ
の
時
代
の
風
俗
や
事
件
を
鋭
い
感
覚
で
と
ら
え
、
表
現
力
豊
か
な
筆
で
定
着
し
、
正
確
で
微
細
な
描
写
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
そ
の
時
代
を
知
る
恰
婬
の
案
内
書
と
し
て
私
は
珍
重
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
」
（加
賀
乙
彦
陽
断
腸
亭
日
乗
』
の
個
入
性
」
（
第
二
次
唖
荷
風
金
集
臨
（
第
二
十
置
巻
、
月
報
二
十
｝
）
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
刊
、
王
ぺ
；
ジ
）
第
　
部
（1
）
第
一
部
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
献
を
も
参
考
に
し
た
。
『
断
腸
亭
日
乗
騙
の
所
収
さ
れ
て
い
る
岩
波
書
店
版
の
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
『
荷
風
全
集
瞼
の
各
巻
の
「
後
記
」
大
野
茂
男
照
荷
風
日
記
研
究
葡
笠
間
書
院
、
一
九
七
穴
年
刊
、
三
十
七
～
六
十
四
ぺ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
I
O
O
I
　
1
年
　
月
一
二
十
日
（
水
）
欄
筆
）23
